
フ
ラ
ン
ス
申
等
教
育
教
師
養
成
制
度

の
成
立
と
発
展

宮

脇

陽

三

内
容
目
次

ま

え

が

き

一
、
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度

の
揺
籃
期

一

旧
制
度
期
に
お
け
る
ル
イ
大
王
学
寮
併
設
教
師
養
成
所

二

革
命
期
に
お
け
る
師
範

学
校

、二
、
十
九
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
中
等
教
育
教
師
養
・励
匍
度
の
成
立

一

第

一
帝
国
政
府
期
に
お
け
る
師
範
寄
宿
学
校

二
、
復
古
王
国
政
府
期
に
お
け
る
予
備
校

三

七
月
王
国
政
府
期
に
お
け
る
高
等
師
範
学
校

三
、
十
九
世
紀
後
半
期
に
お
け
る
高
等
師
範
学
校

四
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
パ
リ

・
ウ
ル
ム
街
高
等
師
範
学
校
の
発
展

ま

え

が

き

パ
リ
大
学
高
等
師
範
学
校

(切
Z
ω
》

は
フ
ラ
ン
ス
教
育
制
度
の
中
で
最
も
特
色

あ
る
教
育
機
関
で
あ
る
。
名
称
か
ら
見
る
と
、
こ
の
学
校
は
フ
ラ
ン
ス
の
専
門
大

フ
ラ
シ
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

学
校
の

一
つ
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
学
院
程
度
以
上
の

高
度
の
専
門
教
育

・
研
究
機
関
で
あ
り
、
と
り
わ
け
数
学
、
物
理
学
、
ギ
リ
シ
ア

・
ラ
テ
ン
古
典
文
学
な
ど
の
研
究
で
は
世
界
最
高
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
当
代

超

一
流
の
研
究
者
養
成

・
学
術
研
究
機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

学
生
は

一
九
五
四
年
以
後
、
入
学
と
同
時
に
見
習
公
務
員
と
し
て
公
務
員
俸
給

表
に
も
と
つ
い
て
待
遇
せ
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
学
校
は
十
九
世
紀
初
頭
に
、

中
等
教
育
界
に
対
し
て
正
規
の
堅
実
な
模
範
的
な
教
師
を
供
給
す
る
責
任
を
も
,っ

た
機
関
と
し
て
出
現
し
た
。

し
か
る
に
約

一
世
紀
半
以
上
も

経
過
し
た

現
在
で

は
、
学
生
は
四
ガ
年
修
了
後
は
中
等
教
育
界

へ
赴
任
す
る
者
よ
り
も
、
む
し
ろ
直

接
に
高
等
教
育
界
お
よ
び
研
究
職
部
門

へ
進
出
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

乏
り
わ
け
理
科
卒
業
者
は
国
立
科
学
研
究
所

(C
N
R
S
)
の
研
究
職
員
と
し
て
、
研

究
陣
営
の
第

一
線
に
活
躍
し
て
い
る
。
同
時
に
国
立
中
等
学
校
正
教
授
と
し
て
赴

任
す
る
者
の
数
は
(

ま
す
ま
す

減
少
し
て
い
く

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

最
近
め

中
等
学
校
就
学
人

口
の
増
大
に
つ
れ
て
、
中
等
教
員
の
不
足
は
ま
す
ま
す
深
刻
に

な

っ
て
き
て
い
る
。
、例
え
ば
、

「
一
九
五
七
年
十
丹
現
在
、
中
等
教
育
に
お
い
て

は
二
千
人
の
教
授
が
不
足
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
理
科
に
限
ら
ず
う
丈
学
あ
る
い

高



人

文

学

論

集

ば
英
語
科
な
ど
の
担
当
者
も
欠
乏
状
態
に
あ
る
L
(μ8,169)。

こ
の
た
め
教
員
の

応
急
養
成
と
と
も
に
、
中
等
教
員
資
格
国
家
試
験
を
改
革
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
中
等
教
育
界
に
お
け
る
高
師
出
身
者
は
、
将
来
は
少
数
党
と

な
り
、
中
等
教
育
よ
り
は
も

っ
と
困
難
な
高
度
な
職
務
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
学
校
の
実
験
室
の
大
規
模
な
拡
張
、
丈
科
生
の
新
進
路

の
開
拓
な
ど
に
よ

っ
て
、
学
校
自
体

の
存
在
理
由
も
少
し
ず

つ
変
化
し
て
き
て
い

る
。
以
前
で
は
、
大
多
数
の
学
生
は
学
校
の
通
常
教
育
課
程
修
了
認
定
試
験
で
あ

る
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
合
格
後
は
リ
セ

へ
赴
任
し
た
。
中
等
教
育
正
教
授
資
格
者
は

週
当
り
担
当
授
業
時
間
数

唱
四
ま
た

は

一
六
時
間
で
あ
り
、
豊
富
な
研
究
時
間
を

与
え
ら
れ
て
、
国
家
博
士
号
学
位
論
文
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
例
え
ば

一
九
四
五
年
度

か
ら

一
九
五
六
年
度
丈
科
生
の
ほ
ぼ
六
割
は

高
等
教
育
界
ま
た
は
研
究
職
に
従
事
し
て
い
る

(b。篇
り)。
理
科
生
の
場
合
に
は
高

等
教
育
ま
た
は
研
究
職

へ
の
就
職
率

は
も

っ
と
大
き
い
。
し
た
が

っ
て
、
高
等
教

育
と
研
究
の
職
場
が
ま
す
ま
す
高
師
卒
業
者
を
要
求
し
て
い
る
時
に
、
た
ん
に
か

れ
ら
が
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
合
格
し

て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
中
等
教
育
界

へ
の
就
職
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
も
と
も
と
学
校

の
使
命
は
研

究
と
教
育
で
あ
る
。
ア
グ

レ
ガ
シ
オ

ン
が
高
師
卒
業
者
の
適
正
な
進
路
の
障
害
で

あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
高
師
出
身
者

に
要
求
さ
れ
る
契
約
は
、
入
学
試
験
合
格
の

際

の
契
約
だ
け
で
あ
り
、
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
受
験
者
に
要
求
さ
れ
る
契
約
で
は
な

い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
準
備
教
育
は
学
校
の
伝
統
的
使
命
の

桶
つ
で
あ

る
が
、
現
在
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
第

一
義
的
な
機
能
で
は
な
く
な

っ
た
の
で
あ

る
。
た
ん
な
る
教
育
的
性
格
の
試
験
準
備
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
最
優
秀
の
学
生

二

が

一
力
年
間
も
拘
束
さ
れ
、
貴
重
な
研
究
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
の
は
、.
一
九
五
〇

年
代
よ
り
始
ま

っ
た
科
学
技
術
革
新
時
代
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
能
率
的
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
屮
セ
正
教
授
養

成
機
能
は
こ
れ
ま
で
学
校
の
主
要
目
的
で
あ

っ
た
が
、
今
後
は
ウ
ル
ム
街
学
校
以

外

の
高
等
師
範
学
校
な
ら
び
に
大
学
丈

・
理
学
部
に
移
行
し
て
い
く
傾
向
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
研
究
者

・
学
者
養
成
方
式
は
、
養
成
中
も
養

成
後
も
終
始

一
貫
し
て
研
究
活
動
に
専
念
で
き
る
高
能
率
の
研
究

・
教
育
体
制
を

作
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
高
度
に
専
門
化
し
発
達
し
た
現
代
科
学
の

独
創
的
開
発

の
た
め
に
は
、
相
互
に
無
関
係
な
大
学
の
学
部
単
位
だ
け
で
は
、
十

分
な
研
究

・
教
育
機
能
が
遂
行
で
き
な
く
な

っ
た
と
の
自
覚
の
上
に
立

っ
て
、
例

え
ば
高
等
師
範
学
校
と
国
立
科
学
研
究
所
と
の
運
営
を

一
体
化
し
、
相
互
に
連
繋

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
研
究

・
教
育
の
効
率
を
向
上
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
小
論
の
ね
ら
い
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の
も
と
に
あ
る
パ
リ
大
学
高
等
師

範
学
校
教
育

の
発
達
過
程
を
中
心
と
し
て
、
国
立
中
等
学
校
教
師
お
よ
び
研
究
者

養
成
機
関

の
特
色
を
、
そ
の
教
育
目
的
、
教
育
課
程

・
内
容
、
教
育
方
法
、
教
員

組
織
、
学
生
生
活

の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
、
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度

の
揺
籃
期

一

旧
制
度
期
に
お
け
る
ル
イ
大
王
学
寮
併
設
教
師
養
成
所

学
校
の
伝
統
的
使
命
で
あ
る
中
等

・
高
等
教
育
の
教
授
養
成
と
い
う
観
点
か
ら



み
る
と
、
学
校

の
原
型
は
旧
制
度
時
代
ま
で
溯
る
こ
と
が
で
き
る
◎
師
範
学
校
と

い
う
名
称
を
も
つ
教
員
養
成
機
関
は
、

一
八
世
紀
の
ド
イ
ッ
で
は
約
十
校
ば
か
り

存
在
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
国
家
的
教
員
養
成
事
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
大

革
命
以
前

の
小
革
命
的
要
素
を
も

つ
政
治
問
題
と
し
て
起

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
中
等
教
員
養
成
と
い
う
こ
と
だ
け
に
限
定
し
て
考
え
て
み
る
と
、

一
七
世

紀
頃
か
ら
、

そ
の
萠
芽
が

見
ら
れ
る
。

唱
七
世
紀
の
パ
リ
大
学
は
、

管
轄
下
の

学
寮
数
が
教
授
の
不
足
に
よ

っ
て
減
少
し
て
い
く
の
に
悩
み
、
そ
の
救
済
対
策
に

腐
心
し
て
い
た
。

=
ハ
四
五
年

一
〇
月
に
パ
リ
大
学
総
長
は
、
将
来

コ
レ
ー
ジ

ュ

の
教
師
に
な
る
有
望
な

一
定
数
の
子
弟
を
大
学
給
費
で
教
育
す
べ
き
で
あ
る
と
提

案
し
て
い
る
。

一
七
三
〇
年
に
パ
リ
大
学
が
管
轄
下
の
全

コ
レ
ー
ジ

ュ
を
、
い

っ

た
ん
廃
止
し
救
済
し
よ
う
と
し
た
際

に
は
、
お
よ
そ
そ
れ
ら
は
ご
く
少
数
の
教
室

が
あ
る
だ
け
で
教
師
は
居
ら
ず
、
た
だ
大
規
模

コ
レ
ー
ジ

ュ
の
給
費
生
が
宿
泊
し

て
い
る
安
宿
で
し
か
な
か

っ
た
。

つ
ま
り

「学
生
の
居
な
い
学
寮
、
学
寮
の
な
い

学
生
」

(ど
G。)
の
観
を
呈
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
学
寮
の
給
費

生
全
員
を
、

一
つ
の
学
寮

へ
統
合
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
か
れ
ら
を
収
容
す

る
建
物
も
用
意
で
き
て
い
な
か

っ
た

し
、
そ
の
う
え
、
最
古
の
学
寮
は

一
二
世
紀

頃
創
立
と

い
わ
れ
る
、

こ
れ
ら
コ
レ

ー
ジ

ュ
の
統
合

に
よ

っ
て
、

イ

エ
ス
社
教

ff-I
CJesuite)
..
が
容
易
に
パ
リ
大
学

の
職
員
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

懸
念
も
あ

っ
て
、

つ
い
に
実
施
に
至
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
大
学
側
は

コ
レ
ー

ジ

ュ
統
合
が
自
己
勢
力
の
強
化
ど
こ
ろ
か
、
競
争
相
手
の
イ

エ
ス
社
教
団
の
強
化

に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
を
心
配
し
た

の
で
あ
る
。

'
教
会
側

の
教
育
支
配
権
、
な
か
ん
ず
く
千
エ
ス
社
教
団
の
中
等
教
育
麦
配
権
を

打
破
し
、
国
民
の
教
育
を
国
家
の
手

に
移
そ
う
と
す
る
具
体
化
の
第

一
歩
は
、

一
・

フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

七
六
二
年
に
始
ま
る
イ
エ
ス
社
教
団
追
放
で
あ
る
。

こ
の
運
動
の
中
心
人
物
の

一.人
、
当
時
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
州

レ
ン
ヌ
高
等
法
院
検

事
総
長
ラ

・
シ
ャ
ロ
ッ
テ
ー
は
、

イ

エ
ス
社
教
団
の
憲
法
と

教
育
方
針
を
検
討

し
、

一
七
六

↓
年

一
二
月

一
、
三
、
四
、
五
日
お
よ
び

一
七
六
二
年
五
月
二

一
日

よ
り
二
三
日
の
二
回
に
わ
た

っ
て
、
イ

エ
ス
社
教
団
の
組
織
に
鵑
す
る
報
告
を
提

出
し
て
、
こ
の
教
団
の
教
育

の
弊
害
を
痛
撃
し
、
教
育
界
か
ら
の
追
放
を
主
張
し

た
。
か
く
し
て
同
年
五
月
二
七
目
の
ブ

ル
タ
r

ニ
ェ
州
イ
エ
ス
社
教
団
の
解
散
に

始
ま

っ
て
、
つ
い
に

一、七
六
四
年

一
一
月
に
い
た

っ
て
、
勅
令
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
・

全
土
か
ら
の
イ

エ
ス
社
教
団
追
放
と
い
う
最
後
の
断
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
等
法
院
の
勝
利
の
結
果
は
、
最
も
組
織
的
な
公
教
育
機
関
の
破
壊

で
し
か
な
か

っ
た
。
こ
の
破
壊
自
体
が
高
等
法
院
に
イ
エ
ス
社
教
団
追
放
の
責
任

者
と
し
て
、
教
育
復
興
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ど
れ
は
高
等
法
院

に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ

っ
た
。
長
い
間
待
望
し
て
い
た
公
教

育

へ
の
自
己
の
勢
力
伸
張
の
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
ま
た
公
教
育
を
昌
己
の
支
配

下
に
置
く
こ
と
に
よ

っ
て
、一
国
家
化
す
る
機
会
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
,か
ぐ

し
て
、
'
フ
ラ
ン
ス
全
国
の
高
等
法
院
に
お
い
て
、

コ
レ
ー
ジ

ュ
問
題
を
め
ぐ

っ
て

議
論
が
沸
騰
し
た
。

一
七
六
三
年

の

ラ

・
シ
ャ
ロ
ッ
テ
ー

の

「
国
民
教
育
論
」

は
、
か
よ
う
な
情
勢
を
反
映
し
た

一
産
物
で
あ
り
、
ア
ル
プ
ス
の
彼
方
に
あ
る

ロ

ー
マ
教
会
に
隷
属
し
奉
仕
し
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ニ
ス
ム
に
対

抗
し
て
、

「
国
家
に
よ
る
国
家
の
た
め
の
国
民
教
育
」
の
原
理
を
根
幹
と
し
て
い

た
。
し
か
し
こ
の
場
合
の
国
家
と
は
、
具
体
的
に
は
王
権
で
は
怨
く
、
高
等
法
院

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

.

.
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
法
院
は
固
有
の
意
味
の
司
法
権
の
ほ
か
、
広
範
な
立
法
、
行

三

、



人

丈

学

論

集

政

に
わ
た
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
と
ぐ
に
ヤ
パ
リ
高
等
法
院
は
勅
令
登
録

お
よ
び
建
白
権
、
法
規
的
判
決
権
を
有
し
で
、,
王
権
に
対
す
る
強
力
な
政
治
的
反

対
勢
力
ど
し
て
の
役
割
を

演
じ
て
い
た
ゆ

し
た
が

っ
て
、

イ

エ
ス
社
教
団
追
放

も
、
王
権
ど
結
び
つ
い
た
敵
対
勢
力
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
王
権
に
対

す
る
自
己
勢
力
め
強
化
と
拡
大
を
図

る
伝
統
的
政
策
の

一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
る
左

考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
七
六
二
年
以
後
の
高
等
法
院
の
教
育
監
督
権
獲
得
の
努
力
は
か
な

ち
ず
し
も
楽
観
を
許
さ
ず
、
公
然
た
る
頑
強
な
抵
抗
や
不
信
の
念
に
包
ま
れ
て
い

た
。
大
多
数
の
高
級
聖
職
者
は
イ

エ
ス
社
教
団
の
弁
護
者
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ゆ

え
、
か
れ
ら
ぽ

パ
リ
高
等
法
院
長

ロ
ラ
ジ

・
デ
ル
ス
ビ
ル
を
委
員
長
と
す
る
四
人

委
員
会
が
起
草
し
た
コ
レ
ー
ジ

ュ
組
織
案
に
対
し
て
、
国
王
の
拒
否
権
を
発
動
さ

ぜ
た
の
で
あ
る
。

唱
七
六
三
年
の
コ
レ
ー
ジ

ュ
に
関
す
る
勅
令
は
高
等
法
院
と
高

級
聖
職
者
に
対
す
る
王
権
威
擁
護
の
成
功
で
あ

っ
た
。
ル
イ
十
五
世
ば
教
会
側
の

公
教
育
の
占
有

・
監
督
と
い
う
歴
史
的
要
求
を
抑
止
す
る
と
同
時
に
、'
高
等
法
院

側
の
公
教
育
監
督
権
獲
得
の
具
体
策

で
あ
る
、
管
内
全
教
育
機
闘
に
教
育
状
況
を

報
告
さ
せ
る
、
情
報
セ
ン
タ
r
設
置
案
を
却
下
し
た
の
で
あ
る
σ
旧
イ

エ
ス
社
教

届

コ
㌢
r
ジ

ェ
は
、
大
学
に
も
高
等
法
院
に
も
聖
職
者
に
も
所
属
せ
ず
、
た
だ
校

長
な
ら
び
に
教
授
の
選
任
権
を
有
す
る
管
理
局
に
よ

っ
て
の
み
管
理
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
こ
の
管
理
局
に
は
高
等
法
院
、
教
会

の
各
代
表
者
お
よ
び
官
公
吏
、
'

バ
リ
市
名
士
が
参
加
し
た
。
`

、
パ
リ
高
等
法
院
は
こ
の
勅
令
に
対
す
る

不
満
の
念
を

表
面
に
は
出
さ
な
か

っ

た
。
し
か
し
、
高
等
法
院
は
自
己
の
提
案
の
実
施
を
決
し
て
断
念
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
・一
見
宀
迂
遠
な
間
接
的
な
方
怯
、
公
教
育
支
配
権
を
掌
握
す
る
最
庵
確
霙

四

な
方
法
で
あ
る
、
教
師
募
集
の
組
織
化
、
教
師
養
成
学
校

の
設
置
を
真
剣
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
イ

エ
ス
社
教
団
が
フ
ラ
ン
ス
で
放
棄

し
た
約
九
〇
の
コ
レ
ー
ジ

ェ
の
う
ち
馬

一
七
六
三
年
か
ら
、一
七
七

一
年

の
間
に
、
,

他
の
教
団
に
委
託
さ
れ
た
の
は
五
に
す
ぎ
ず
、
聖
職
者
教
師
は

一
七
六
九
年
痘

ぱ

退
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
い
た
か
ら
、
残
り
の
コ
レ
ー
ジ

ュ
は
凡
庸
ま

た
は
自
薦
者
し
か
教
師
に
採
用
で
き
な
か

っ
た
し
、
ま
た
そ
の
九
割
は
聖
職
関
係

者
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
㌧教
師
養
成
問
題
は
緊
急
事
業
で
あ

っ

た
と
い
わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

°

、
、

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
教
会
は
新
教
会
堂
サ
ン

・
ジ

ュ
ヌ
ビ

エ
寸
ブ

の
建
設
を
企
て
た
。
こ
れ
は
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド

・
リ
ジ
ィ
ユ
を
、
イ

エ
ス
社
か
ら

解
放
さ
れ
た
.コ
レ
ー
ジ

ュ
同
ド

・
ル
イ
大
王

へ
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
パ
リ

大
学
は
こ
め
機
会
に
、
多
年
の
宿
願
で
あ
る
小
規
模

コ
レ
ー
ジ

ュ
統
合
問
題
を
取

り
あ
げ
た
。冖
・一
七
六
二
年
九
月
七
日
、

高
等
法
院
は

移
転
承
認
の
判
決
を
下
し

た
℃
高
等
法
院
は
、
こ
の
判
決
補
則
の
中
で
、
,将
来
パ
リ
大
学
教
授
ま
た
は
管
内

諸
地
方
の
教
師
に
な
る
人
物
養
成
の
た
め
の
公
教
育

の
組
織
化
を
企
て
、

「
こ
れ

ま

で
種
々
の
コ
シ
ー
ジ

ュ
が
設
定
し
て
い
た
給
費
を
、
現
在
と
将
来
に
お
い
て
享

受
す
る
、
す
べ
て
の
古
典

・
哲
学
の
学
生
は
、
給
費
保
持
の
た
め
に
は
、
十
月

轡

日
以
後
は
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド

・
ル
イ
大
王
に
移
転
し
た
、

α
レ
ー
ジ

ュ
・
ド

・
リ

ジ
ィ
ユ
の
教
室

へ
通
学
す
べ
し
」
と
命
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大

コ
レ
ー
ジ

ュ
へ

統
合
さ
れ
た
給
費
生
は
、
将
来

パ
リ
お
よ
び
地
方

の
コ
レ
ー
ジ

芦
教
師
と
し
て
、
u

ぶ
さ
わ
し
い
教
育
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
問
題
が
起

っ
た
。
当
代
の
世
論

の
代
表
者
ペ
リ
シ
属
師

に
ょ
れ
ば
、

「大
学
教
師
に
.採
用
さ
れ
る
た
め

に
は
、
冖

黜夊
」学

士
"
の
学
位
が
必
要
で
あ
る
。
し
が
し
こ
の
学
位
所
持
と
い
う
こ
と
が
、



だ
だ
ち
に
そ
の
人
が
青
少
年
を
陶
治

し
教
育
し
う
る
こ
と
の
証
明
で
は
な
い
。
そ

れ
ゆ
・蒸
聡
明
、
勤
勉
、
素
質
に
恵
ま
れ
た
若
者
を
、
こ
の
点
に
関
し
て
学
問
お
ぱ

び
信
仰
心
の
教
育
と
同
じ
く
ら
い
に
教
育
す
る
機
関
が
必
要
で
あ
る
」

(μ弘
o
)。

教
師
養
成
に
は
特
別
な
配
慮
と
規
則
と
訓
練
が
必
要
で
あ
り
、
同

一
の
『
レ
ー
ジ

ュ
に
お
い
て
講
義
を
聴
講
さ
せ
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
の
で
、
か
れ
ら
を

一

つ

の
寄
宿
舎
に
収
容
し
、
統
合
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
高
ま

っ
た
。

一
七

六
二
年

一
↓
月
二

↓
目
、

篭
レ
ー
ジ

ュ
統
合
の
特
許
状
が
発
令
さ
れ
た
。

ル
イ
十
五
世
は
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、

「
朕
は
国
家
が
必
要
と
す
る
多
数
の
教

師
の
養
成
所
を
設
置
す
る
。
こ
れ
は
朕
の
臣
民
の
教
育
に
非
常
に
好
ま
し
い
競
争

を
到
る
所
に
普
及
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
」
(滑
8
)。

ロ
テ
ン
統
率
の
四
人
委
員
会
は

コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド

・
ル
イ
大
王
管
理
局
に
お
け
る
高
等
法
院
代
表
と
な

っ
た
。
こ

の
四
人
委
員
会
は
高
等
法
院
か
ら
管
内

コ
レ
r
ジ

ュ
お
よ
び
旧
イ

エ
ス
社
教
団

コ

レ
ー
ジ

ュ
の
全
事
項
に
わ
た
る
権
限
を
委
任
せ
ら
れ
た
の
で
、
管
理
局
は

一
七
六

三
年
末

に
は
、
パ
リ
管
内
の
事
実
上

の
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
の
観
を
呈
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
間
接
的
方
法
に
よ

っ
て
、

つ
い
に
、
高
等
法
院
は

一
七
六
三
年
二
月

J:国
王
と
聖
職
者
に
反
対
さ
れ
た
公
教
育
権
獲
得
の
企
図
を
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に

貫
徹
し
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
イ
エ
ス
社
教
団
追
放
後
、

ロ
ラ
ン
四
人
委
員
会
が

コ
レ
ー
ジ

ュ
゜
ド

・
ル
イ
大
王
校

の
改
革
お
よ
び

管
理
の
第

一
対
策

と
し
て
、
・

「給
費
生
統
合
」
(ど
旨
)
を
取
り
あ
げ
た
真
め
ね
ら
い
が
あ
る
。

一
七
六
六
年
五

月
三
日
の
特
許
状
は
、
給
費
生
統
合

の
当
然
の
補
足
と
し
て
、
哲
学
、
丈
学
お
よ

び
丈
法
の
三
つ
の
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ゾ
を
設
置
し
た
。
こ
の
試
験

の
設
定
は
、
直
接

に
は
ル
イ
大
王
校
に
お
け
る
将
来
の
大
学
教
授
に
特
別
の
教
養
を
与
え
る
た
め
で

あ

っ
た
が
、
し
か
し
間
接
的
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
丈
学
士
の
学
位
の
利
益
は
、
た

フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

ど
え

コ
ーレ
ー
ジ
'ユ
の
講
座
獲
得
に
有
効
で
ほ
あ

っ
だ
に
し
て
も
消
滅
慰せ
し
め
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
ル
イ
大
王
校
の
給
費
生
の
優
越
性
を
助
長
し
た
と

い
ヶ
べ
き
で
あ

ろ
う
。

か
く
し
て
、
二

七
六
七
年
に
お
け
る
給
費
生
選
定
試
験

に
採
用
さ
れ
た
第
六
学

級
段
階
の
学
生
ば
、
伝
統
的
な
修
学
期
間
を
越
え
て
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
準
備
の

た
め
に
修
学
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
七
七
〇
年
の
規
則
は
、
王
国
の
す
べ
て
の
丈
学
士
に
開
放
さ
れ
た
ア
グ
レ
ガ

シ
オ
ン
を
詳
細
に
規
定
し
・て
い
る
。
こ
の
規
剔
は
後
に
な

つ
て
、
高
等
師
範
学
校

の
運
営
の
原
型
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
高
等
法
院
の
、一
時
的
消
滅
、
ま
た
大
学
乏

聖
職
者
の
両
勢
力
に
ま
る
既
得
権
擁
護
の
た
あ

の
頑
強
な
抵
抗
に
直
面
し
た
教
師

養
成
所
は
、
事
実
上
、
在

っ
て
無
き
が
ご
と
き
状
態
に
崩
壊
し
て
し
ま

っ
た
。
だ

と
え

コ
レ
r
ジ

ュ
ポ
下

・
ル
イ
大
王
校
が
、
数
人
の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
準
備
給
費

生
を
収
容
し
て
い
た
と
し
て
も
D

一
七
六
三
年
か
ら

一
七
七
〇
年
ま
で
に
構
想
さ

れ
た
よ
う
な
、
特
別
な
教
師
養
成
所
は
具
体
化
し
な
か

っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
.
冖教
師
養
成
事
業
は

一
七
入
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命

ま
で
は
、
教
会
の
管
轄
下
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

革
命
期
に
お
け
る
師
範
学
校

革
命
期
諸
議
会
は
教
育

の
恩
恵
を
、
す
べ
て
の
民
衆
に
与
え
た
い
と
思
え
ぽ
思

う
ほ
ど
、
国
家
臨
教
員
養
成
所
が
存
在
し
て
い
な
い
不
便
を
痛
感
せ
ざ
る
を
え
な

か

っ
た
。
国
民
公
会
は
た
ん
な
る
学
者
や
牧
師
で
は
な
く
、
「
自
由
人
」

(斜
。。o)、

す
な
わ
ち
、
市
民
の
養
成
を
緊
急

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
科
学
を

教
会
権
威
か
ち
解
放
し
、
ま
た
王
国

の
専
制
的
権
力
に
よ

っ
て
、
新
し
い
真
理
の

五



人

文

学

論

集

発
展
が
阻
害
さ
れ
た
り
、
そ
の
政
策

と
利
益
に
反
す
る
学
説
の
教
授
が
禁
止
さ
れ

た
り
し
た
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
、
国
民
公
会
の
関
心
の
的
で
あ

っ
た
。

一
七
九

三
年
九
月
五
日
に
国
民
公
会
は
、
す

べ
て
の
大
学
を
貴
族
政
治
に
汚
染
さ
れ
た
遺

物
ど
し
て
廃
止
し
た
。

同
年
十
二
月

一
九
日
の
法
令

「第

一
条
教
育
は
自
由
で
あ
る
」

は
、
こ
れ
ま
で

つ
ね
に
自
由
思
想
に
敵
対
し
て
き
た
政
府
権
力
の
濫
用
か
ら
、
市
民
の
自
由
た
自

発
性
と
研
究
の
自
由
の
権
利
を
保
障
し
、
教
会
と
世
俗

の
権
威
に
対
し
て
、
哲
学

ど
科
学
の
自
由
を
要
求
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
同
法

「第
二
条
教

育
は
公
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
べ
し
」

は
、
市
民
全
体
に
人
間
と
し
て
不
可
欠
な
知

識
を
与
え
る
教
育
に
、
公
共
事
業
の
性
格
を
与
え
た
の
で
あ
r(a
(5,1032)°

,
か
く
し
て
、
国
民
公
会
は
フ
ラ
ン
ス
の
再
建
、
全
段
階
の
教
育
制
度
と
人
心
の

刷
新
の
た
め
、
ま
ず
教
師
養
成
の
師
範
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
。
師
範
学
校

は

一
七
九
四
年
に
は
、
国
家
的
初
等
教
育
が
発
生
し
て
く
る
革
命
的
機
関
と
考
え

ら
れ
、

一
七
九
五
年
に
は
、
さ
ら
に
中
央
学
校
教
師
養
成
機
関
と
し
て
の
性
格
を

持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。

た
だ
し
、

師
範
学
校
の
名
称
と

理
念
は
国
民
公
会
の
独

創
で
は
な
く
て
、

ド
イ
ッ
か
ら

借
用
し
た
の

で
あ
る
。

語
源
的
に
は
ノ
ル
マ
ル

(n
orm
al)

は
ラ
テ
ン
語

昌
oNヨ
鋤

よ
り
由
来
し
、
原
意
は
根
、
規
準
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
師
範
学
校

は
国
家
の
公
教
育
制
度
の
根
源
で
あ
り
、
他
の
学
校
は
こ

の
学
校
を
規
範
と
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
実
際
、
ラ
カ
ナ
ル
に

よ
れ
ば
、

一
七
九
五
年
師
範
学
校

は
フ
ラ
ン
ス
市
民
に

必
要
な

知
識
を

教
授
す

る
、
他
の
す
べ
て
の
学
校
の
模
範
で
あ
り
規
準
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ

の
ノ
ル
マ
ル
の
語
自
体
は
、
幾
何
学
辞
典
が
出
典
で
あ

っ
て
、
直
角
ま
た
は
水
平

を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
語

は
比
喩
的
意
味
で
は
科
学
、
あ
ら
ゆ
る
性
質

六

の
学
芸
、
丈
学
な
ど
に
関
す
る
知
識
が
、
そ
こ
で
教
授
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

れ
ら
の
す
べ
て
が
平
等
に
各
人
の
選
択
す
る
部
門
に
お
い
て
教
授
さ
れ
る
こ
と
を

示
す

(i,1o
s)。

実
際
、
こ
の
点
で
は
、
師
範
学
校

は
フ
ラ
ン
ス
教
育
制
度
史
上
、
初
め
て
理
科

が
丈
科
と
同
等
の
地
位
を
獲
得
し
、
同
等

の
権
威
を
も

つ
教
師
に
よ

っ
て
教
授
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
は
各
人
の
才
能
に
応
じ
て
、
丈
科
ま
た
は
理
科
に
区
分

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
九
三
年
六
月
二
日
に
、
師
範
学
校
設
置
が
規
定
さ
れ
た
が
、

一
七
九
四
年

九
月
八
日
に
も
、
国
民
公
会
は
公
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、

「
共
和
国
全
土
に
画

一
的
教
育
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
有
用
な
科
学
技
術
、
人
丈
知
識
を
優
秀
な

教
師
に
よ

っ
て
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
市
民
に
習
得
さ
せ
る
師
範
学
校
設
置
法
案
を

二
〇
日
以
内
に
提
出
す
べ
し
」
と
命
じ
た
。

一
七
九
四
年

一
〇
月
二
六
目
に
、
ラ
カ
ナ
ル
は
こ
の
法
案

の
趣
旨
を
説
明
し
た
。

か
れ
は
教
師
が
生
徒
を
教
育
す
る
以
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
教
師
自
身
を
教
育
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、

「
フ
ラ
ン
ス
'

m
--
n
ッ
パ
、
,

全
世
界
に
お
い
て
、
二
百
人
ま
た
は
三
百
人

(わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
以
上
の
数
の
人
を
必

要
と
し
て
い
る
の
だ
が
)
の
、

有
用
な
技
術
と
必
要
な
諸
知
識
を
、
精
神
を
よ
り
鋭

敏
に
し
、
真
理
を

唱
層
明
確
に
す
る
教
授
法
、
諸
君
に

唄
つ
の
事
柄
を
理
解
す
る

よ
う
に
教
え
な
が
ら
、
す
べ
て
の
事
柄

に
つ
い
て
も
推
論
す
る
よ
う
に
教
え
る
教

授
法
に
よ

っ
て
、
指
導
で
き
る
人
が
存
在
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
否
、
そ
れ
だ
け

の
数
の
人
も
、
ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
人
数
と
思
わ
れ
よ
う
と
も
、
ど
こ
に
も
存
在

し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
數
師
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
.

で
あ
る
。
師
範
学
校
設
置
を
宣
言
し
た
最
初
の
人
で
あ
る
諸
君
は
、
民
主
主
義
が



全
員
を
平
等
と
し
た
二
千
五
百
万
人

の
共
和
国
に
お
い
て
、
か
れ
ら
の
理
性
刷
新

計
画
の
実
施
者
で
あ
る
教
師
を
養
成
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
jJ
あ
r(a」
(6,405)°

さ
ら
に
、
ガ
ラ
も
師
範
学
校
設
置

に
賛
成
の
演
説
を
行
な

っ
て
い
る
。

「師
範
学

校
設
置
の
決
定
は
世
界
史
上
、
画
期
的
事
件
で
あ
る
。
世
界
に
膨
い
て
初
め
て
、

自
然
、

真
理
、

理
性
、

哲
学
は
学
校
を
持
と
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
初
め

て
、
万
般
の
科
学
と
才
能
に
お
い
て
最
優
秀
の
人
々
も
、
こ
れ
ま
で
は
諸
国
民
と

諸
時
代
の
教
師
で
し
か
な
か

っ
た
天
才
の
人
々
も
、

一
民
衆
学
校

の
最
初
の
教
師

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
r(a」
(13,257)°

師
範
学
校
組
織
に
関
す
る

一
七
九
四
年

一
〇
月
三
〇
日
付
法
律
に
よ
れ
ば
、

「国

民
公
会
は
共
和
国
全
土
に
、

フ
ラ
ン
ス
市
民
に
必
要
な
画

一
的
な
教
育
を
普
及
す

る
時
期
を
促
進
す
る
た
め
命
令
す
る
。

第

↓
条
パ
リ
に
師
範
学
校
を
設
置
す
る
。
共
和
国
の
全
部
分
か
ら
招
か
れ
た
、

有
用
な
科
学
の
素
養
の
あ
る
市
民
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
領
域
に
お
け
る
最
も
有
能

な
教
師
の
も
と
で
教
授
法
を
習
得
す

る
」
(13
,257)
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
な
お

一
七
九
四
年
九
月
入
日
付
法
令
の
原
文
で
は
、

「共
和
国
の
全
地
区
か
ら
招
か
れ

た
教
養
あ
る
市
民
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
間
知
識
に
お
け
る
最
も
有
能
な
教
師

の
も
と
で
、
有
用
な
科
学
の
教
授
法
を
習
得
す
る
」
(13,257)
と
な

っ
て
お
り
、

ま
た
別
の
原
丈
で
は
、

「共
和
国
の
全
部
分
か
ら
パ
リ
へ
招
か
れ
た
知
性
と
教
養

あ
る
人
々
は
、
最
も
優
秀
な
博
識
の
教
師
の
も
と
で
教
授
法
と
教
育
内
容
を
習
得

す
る
」
(。。も
①)
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
原
丈
に
共
通
す
る
用
語
は

「教
授

法
」
で
あ
る
。

公
教
育
委
員
会
は

一
七
九
匹
年
五
月
二
〇
日
付
法
案
に
お
い
て
、
パ
リ
に
臨
時

師
範
学
級
を
開
設
し
、
ひ
き

つ
づ
い
て
諸
県
に
お
い
て
も
同
種
の
師
範
学
校
を
開

ブ
ラ
ソ
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

設
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
の
教
育
改
革
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
0
構
想

は
公
安
委
員
会
が

一
七
九
三
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、

フ
ラ
ン
ズ
全
土
か
ら

集
め
た
八
百
人
の
市
民
に
対
し
て
、
火
薬
と
大
砲
の
製
造
法
を
速
成
教
育
ナ
る
の

に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
同
様
に
、

一
七
九
四

年

一
〇
月
三
σ
日
付
法
令
は
連
続
的
な
二
段
階
の
師
範
学
校
制
度
を
制
定
し
た
。

地
区
行
政
当
局
は
住
民
二
万
人
に
つ
き

一
人
ず
つ
学
生
を
選
抜
し
、
教
育
期
間

が
す
く
な
く
と
も
四
ヵ
月
間
継
続
す
る
パ
リ
師
範
学
校

へ
=

一月
二
〇
日
ま
で
に

は
送
り
こ
ま
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
。
パ
リ
師
範
学
校
に
お
け
る
教
育
を
修
了

し
た

学
生
は
、

地
区
行
政
当
局
が

指
定
し
た

小
郡
に
お
け
る
三
ヵ
所
の
中
心
地

で
、
第
二
次
師
範
学
校
を
開
設
す
る
。
こ
の
学
校
の
教
育
期
間
は
、
パ
リ
の
第

一

次
師
範
学
校
と
同
じ
四
ヵ
月
で
あ
る
。
パ
リ
師
範
学
校
修
了
者
は
こ
の
県
師
範
学

校
教
師
と
な
り
、
将
来
公
教
育
に
従
事
す
る
予
定
の
男
女
市
民
に
、
教
授
法
を
伝

達
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
パ
リ
師
範
学
校
設
置
推
進
者
の

一
人
で
あ
る
ガ
ラ
は
師
範
学
校
を

臨
時
の
速
成
教
員
養
成
機
関
よ
り
も
、
も

っ
と
程
度
の
高
い
学
校
と
し
て
構
想
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
師
範
学
校
は
公
教
育
の
最
高
段
階
で
あ
る

常
設
高
等
教
育
機
関
で
あ
り
、
人
間
理
性
復
興
計
画
の
中
心
地
、
分
析
と
い
う
普

遍
的
方
法
が
す
べ
て
の
学
問
に
適
用
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
哲
学
が

フ
ラ
ン

ス
お
訂
び
全
世
界
に
普
及
し
て
い
く
よ
う
な
世
界
第

一
の
学
校
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
繊
た
の
で
あ
る
。
国
民
公
会
が
師
範
学
校
の
存
続
期
間
を

「
四
ヵ
月
」
で
は

な
く
て
、

「す
く
な
く
と
も
四
カ
月
」
と
修
正
し
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
ガ
ラ
の

理
想

は
承
認
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
校

の
実
質
的
寿
命

は
国
民
公
会
が
四
ヵ
月
分
相
等
の
財
政
支
出
だ
け
を
決
定
し
た
時
に
、
す
で
に
決

七



人

.
丈

学

論

集

定
し
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

師
範
学
校
は
霜
月

一
日

(
一
七
九
四
年

一
二
月
二
一
日
)

に
開
校
す
る
予
定

で

あ

っ
た
が
、
種
々
の
物
質
的
困
難
に
よ

っ
て
、

雨
月

一
日

(
一
七
九
五
年
一
月
二
〇

日
)
,
に
や

っ
と
開
校

に
こ
ぎ

つ
け

た
。
・授
業
は
博
物
館
階
段
講
堂
で
行
な
わ
れ

だ
倉
学
校
は

一
七
九
四
年

一
〇
月
1110
日
付
法
令
に
よ

っ
て
、
二
人
の
国
民
代
表

に
よ

っ
て
厳
格

に
管
理
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
た
。
国
民
会
会
は
シ
エ
イ
ス
と

ラ
カ
デ
ル
を
国
民
代
表

に
指
名
し
た
が
、

シ
エ
イ
ス
だ
け
は
辞
退
し
、
代
り
に
デ

レ
イ
ル
を
指
名
し
た
。
国
民
代
表
は
師
範
学
校
に
関
す
る
万
般
の
事
梼
を
決
裁
し

た
。
し
か
し
、
師
範
学
校
の
授
業
に
国
民
代
表
が
臨
席
し
た
こ
乏
が
∩
学
校

の
不

人
気

の

一
原
因
と
な

っ
た
。

つ
ま
り
師
範
学
校
は
か
れ
ら
の
個
人
的
事
業
で
し
か

な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
学
校
は
な

ん
ら
の
抜
群
の
天
才
を
持
た
ざ
る
二
人
の
代

議
士
の
人
格
と
、
同
格
の
も
の
と
見
な
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
の

任
務
は
教
師
よ
り
も
高
い
壇
上
に
坐

っ
て
、
国
民
公
会
特
派
国
民
代
表
の
制
服
を

着
用
し
て
、
授
業
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
か
れ
ら
の
管
理
の
や
り
方
に
対

す
る
当
代
の
学
生
の
感
情
ば
つ
ぎ
の
短
詩
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

デ
レ
イ
ル
は
学
者
だ
よ

だ

っ
て
授
業
を
司
会
す
る
の
だ
か
ら

・
お
ま
え
は

か
れ
が
そ
こ
で
何
を
し
た
か

知

っ
て
い
る
か
い

か
れ
は
来
た

眠

っ
た

去

っ
た

・・

-

-

つ
ぎ
の
日
も

つ
ぎ
の
日
も

そ
れ
を
ぐ
り
か
え
し
た
だ
け
だ
よ

わ
れ
ら
の
授
業
に
コ
レ
ー
ジ

ュ
の
学
者
ぶ
る
人
が

立
派
な
席
を
占
め
に

や

っ
て
来
る

・

八

か
れ
は
法
令
に
よ

っ
て

特
権
を
持

っ
た
の
だ

」
,

何
も
語

っ
た
り

話
し
た
り

し
な
い
く
せ
に

万
事
を
管
理
し

万
事
が

そ
の
指
図
で
動

い
て
い
く

か
れ
は
割
当
て
た
り

ほ
め
そ
や
し
た
り

非
難
し
た
り
す
る

・

つ
ま
り

わ
が
学
者
ぶ
る
人
は

乗
合
馬
車
の
鼻

つ
ま
み
な
の
だ

じ
ゃ
ま
を
し
た
り

う
な

っ
た
り

み
ん
な
を
あ
ご
で
使
お
う
と
す
る
の
だ

授
業

の
実
際
の
性
格
は
法
令
の
規
定
通
り
で
は
な
か

っ
た
。
大
多
数
の
教
師
は

教
授
法
を
教
え
る
こ
と
に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
か

っ
た
。
教
師
は
自
分
が
教
え

て
い
る
科
学
に
お
け
る
自
己
の
発
見
、
ま
た
は
そ
の
科
学
が
到
達
し
た
最
高
水
準

の
結
果
を
、
聴
衆
に
伝
達
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ラ
プ
ラ
ス
と
ラ

グ
ラ
ン
ジ

ュ
は
算
術
か
ら
始
め
て
、
急
速
に
高
等
代
数
学

へ
移

っ
て
行

っ
た
。

か
く
し
て
、
芽
月
二
七
日

(
一
七
九
五
年
四
月

一
七
日
Y
に
、

保
守
反
動
的
な

司

教
チ
ボ
r
ル
は

国
民
公
会
に
対
し
て
、

師
範
学
校
の
即
時
閉
鎖
を
提
案
し
た
。

「
大
多
数
の
学
生
は
全
く
学
校

へ
通
学
し
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
欠
席
の
理
由
と

し
て
、

教
室
が
半
数
の
学
生
し
か
収
容
で
き
な
い
と
言

っ
て
い
る
」。

山
岳
党
艮

卩
ン
ム
も
、

「学
校
の
目
的
は
全
く
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
学
問
的
観
念

の
授
業
の
代
り
に
、
基
礎
的
書
籍
を
ま
と
め
る
の
に
抜
群

の
才
能
を
持

っ
た
人
々

を
雇
用
し
て
い
た
な
ら
ば
、
国
家
は
組
織
的
な
山
師
気
質
し
か
持
た
な
い
よ
う
な

学
校
を
設
置
す
る
よ
り
も
、

も

っ
と
多
く
の
教
育
を

普
及
で
き
た

で
あ
ろ
う
」

(5,1414)°
学
校
の
継
続
的
運
営
は
、
も
は
や
無
理
で
あ

っ
た
。

「ま
ず
教
育
に

役
立
つ
書
籍
を
作
成
し
、
そ
れ
を
公
教
育
委
員
会
が
検
定
し
、
そ
の
あ
と
で
教
師

を
養
成
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(5,14
14)
。

そ
れ
に
対
し
て
、

フ
ル
グ

ロ
ワ
は
、
曹
ど
ん
な
に
言
わ
れ
よ
う
と
も
、
国
民
公
会
は
公
教
育
委
員
会
の
了
解



な
し
に
は
、
師
範
学
校
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
L
し
、

h
こ
の
学
校
が
種

'々

の
弊
害
を
示
し
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
、
学
校
が
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な
い
、

あ
ら
ゆ
る
利
益
を
根
絶
し
て
し
ま
う
理
由
に
は
な
ら
な
い
L
(5,14
14)
と
反
論
し

た
。
花
月
七
日

(
一
七
九
五
年
四
月
二
六
日
)、
公
教
育
委
員
会
代
表
ド
ヌ
ー
は
登
壇

し
、
同
年
六
月

一
八
日
付
で
師
範
学
校

を
閉
鎖
す
る
こ
と
を
、
国
民
公
会
が
決
定

す
る
よ
う
に
提
案
し
た
。
か
く
し
て
、
師
範
学
校
の
存
続
期
間
は
五
カ
月
間
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
恐
怖
政
治
家
た
ち
が
設
置
し
た
学
校
と
は

一
日
も
早
く
手
を
切

り
た
い
と
思

っ
た
議
会
は
、

「
四
ヵ
月
ほ
ど
で
学
者
を
養
成
す
る
、晶
と
が
で
き
る

と
信
じ
た
り
、

科
学
を
さ
え
革
命
し
よ
う
と
す
る
」
、

旧
政
治
家
の
気
狂
い
沙
汰

に
反
対
し
た
、
ジ
ロ
ン
ド
党
員
ド
ヌ
ー
の
意
見
に
好
意
を
示
し
た
。
ヤ
か
く
し
て
、̀

国
民
公
会
は
ド
ヌ
ー
の
提
案
に
も
と
つ

い
て
、
師
範
学
校
は
公
教
育
委
員
会
が
提

案
し
た
同
年
六
月

一
八
日
で
は
な
く
て
、
同
年
五
月

一
九
日
に
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

お
そ
ら
く
、
師
範
学
校
設
立
当
初
に
お
い
て
は
、
こ
の
学
校
の
教
育
目
的
は
厳

密
に
は
検
討
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
全
土
か
ら

一
、
四
〇
〇
人

の
市
民
を
集
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
師
範
学
校
は
、
い
っ
た
い
小

学

校

教

師
を

養
成
す
る
の
か
、
中
央
学
校
教
師
を
養
成
す
る
の
か
、
ま
た
は
、
た
ん
に
国
内
各

県

の
中
等
師
範
学
校
運
営
者
を
養
成
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ

の
教
育
目
的
が
適
確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
き
わ
め
て
異
な

っ
た
目
的
を
、
あ
た
か
も

幽
つ
の
目
的

で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
た
た
め
に
、
学
生
の
選
定
、
教
育
方
法
が
き
わ
め
て

異
質
の
も
の
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ム
が
述
べ
た
よ
う
に
、

「
師

範
学
校
の
目
的
は
全
く
無
か

っ
た
」

の
で
あ
る
。
師
範
学
校
の
寿
命
は
結
局
四
力

フ
ラ
ソ
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

月
で
あ

っ
た
。・

一
七
九
五
年
師
範
学
校
は
教
育
方
法
と
し
て
、
講
義
以
外
に
、
教
授
法
を
指
導

す
る
具
体
的
方
法
で
あ
る

「
研
究
討
議
」
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
司
会
者

に
も
参
加
者
に
も
、
同
等
の
努
力
と
活
動
を
要
求
す
る
教
育
方
法
で
あ

っ
て
、
知

識
の
伝
達
よ
り
も
、
む
し
ろ
創
造
に
関
与
す
る
。
丈
科
で
は
古
典
の
説
明
と
分
析

を
行
い
、
学
生
相
互
の
論
丈
を
読
む
。
,理
科
で
は
講
義
の
要
点
や
困
難
な
所
を
討

議
し
、
種
々
の
解
決
方
法
を
比
較
し
、
物
理
学
、
化
学
の
実
験
を
練
習
す
る
。
ド

イ
ッ
の
近
世
犬
学
に
お
け
る
演
習
、
実
験
室

に
も
比
す
べ
き
、
こ
の
研
究
討
議
は

高
等
師
範
学
校
に

一
貫
す
る
独
特
の
教
育
方
法

で
あ

っ
て

(G。狽
ゆQ。)、

高
等
研
究

学
校
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
全
国
の
大
学
丈

・
理
学
部
が
、
こ
の
制
度
を
採
用
し
た
の

は

一
九
世
紀
後
半
に
な

っ
て
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
教
育
方
法
は
、

一
八
〇
八

年
三
月
の
勅
令
お
よ
び

一
八

一
〇
年

の
規
則
の
申

に
、
そ
の
ま
ま
採
択
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
、

一
七
九
五
年
師
範
学
校
と

一
八

一
〇
年
師
範
寄
宿
学
校
と
の
直
接

的
関
連
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、

一
八

一
〇
年
学
校

の
設
立
に
参
画
し

協
力
し
た
人
の
多
く
は
、

一,七
九
五
年
師
範
学
校

の
教
師
も
し
く
は
学
生
で
あ

っ

た
の
で
あ
る
。

一

二
、
十
九
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
中
等
教
育

教
師
養
成
制
度
の
成
立

第

一
帝
国
政
府
期
に
お
け
る
師
範
寄
宿
学
校

ナ
01　
¥
オ

ン
一
世
に
よ

っ
て
、
約

一
五
年
後
に
設
置
さ
れ
た
教
師
養
成
学
校

は

師
範
学
校
の
名
称
を
復
活
し
た
。
革
命
期
に
お
け
る
共
和
主
義
的
な
、
自
由
な
研

九



外

文
牽

論

集

究
訶
議
の
場
は
兵
営

へ
変
革
せ
ち
れ

た
の
で
あ
る
而
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
公
教
育
を
国

家
事
業
と
し
て
組
織
す
る
時
、
師
範
学
校
を
公
教
育
制
度
の
本
質
的
要
素
で
あ
る

乏
考
、兄
た
。
師
範
学
校
は
帝
国
大
学
学
校
教
育
団
体
の
維
持
と
勢
力
強
化
の
根
源

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
教
師
養

成
機
関
を
、
学
部
、
次
い
で
地
方
学
校
に
委
託
す
る
こ
と
を
考
え
た
後
に
、
師
範

寄
宿
学
校

一
校
だ
け
を
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

一
入
〇
八
年
三

月

一
七
日
付
勅
令
第
百
十
条

「師
範
寄
宿
学
校

(P
ension
n.at

'n
orm
al)
を
設
置

す
る
。
三
百
人
ま
で
の
若
者
を
採
用
七
、
丈
学
お
ぽ
び
科
学
の
教
授
法
を
指
導
す

る
」
、な
ら
び
に
、

一
八

一
〇
年
三
月
三
〇
日
付
規
則
が
新
師
範
学
校
の
出
生
証
書

と
な

っ
た
。

'
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
意
向
で
は
、
師
範
寄
宿
学
校
は
俗
人
独
身
者
よ
り
成
る
帝
国
大

学
学
校
教
育
団
体
乏
い
う
教
育
権
独
占
団
体
の
教
授
養
成
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
。
帝
国
大
学
学
校
教
育
団
体
職
員
は
以
前
の
教
団
職
員
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

慣
習
を
保
持
し
、
た
だ
、
か
れ
ら
が
牧
師

で
な
く
て
教
師
で
あ
る
と
い
う
点
で
し
か

違

っ
て
い
な
か

っ
巻

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
学
校

の
生
活
庵
、
第
-
表
に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

(N
Q。O)
、
種

々
の
禁
令
に
よ

っ
て
あ
た
か
庵
俗
世
間

か
ち
隔
離
さ
れ
た
修
道
院
的
性
格
を
濃
厚
輩
持

っ
て
い
た
。

σ学
校
と
同
時
に
新
設

惑
れ
た
パ
ツ
大
学
丈
学
部

一
理
学
部
は
↓
学
校
に
教
授
倒
を
提
供
し
ハ
学
校

は
両

学
部
に
正
規

の
学
生
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
地
方
の
学
部
教
授
の
確

保
を
図

っ
た
の
で
あ
る
。
法
令
で
は
、
学
生
定
員
は

「
1110
0
人
ま
で
」
と
募
集

武
員
の
上
限
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
定
員
は
第
2
表
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
そ
れ
に
満
た
な
か

つ
た
の
で
あ
ゐ
。
学
校

へ
の
入
学
許
河
者
数
は
、
学
校

の
学
生
取
容
能
力
κ
よ
そ

で
は
な
く
て
、
毎
年
3

セ
三

レ
ー
ジ
ュ
の
状
況

一
〇

〔第1表 〕 師範寄宿学校日課表

時 間 区到

、起凩%¥同 礼拝

学習 、

朝食,礼 拝

授業 学習

昼食 礼拝,宗 教

講話;休 養

学習,研 究討議

消燈

季

oo

、
冬

a
　 

分

oo

前
時

a

午

OM&卜脯

0

0

a

後

工

.

[

午

[

0

0

60

0

8

Q
V

O　aOc　

後

L

午

3.30-9.30

10.00

宗 教 儀 式日曜 日 ・祭 日

♂

と
{
必
要
な
教
員
数
に
よ

っ
て
調
整
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
リ
セ
と

コ
レ

ー
ジ

ュ
側
の
教
授
推
定
需
要
数
が
、
学
校
が
募
集
す
る
学
生
数
を
規
定
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、

一
度
一
学
生
募
集
数
が

】
定

の
わ
く
内
忙
決
定
さ
れ
る
と
、
そ

之
か
ら
学
生
の
質
を
あ
る
水
準
に
維
持
し
て
い
く
と
い
う
、
教
育
を
行
う
側
か
ら

の
要
請
が
発
生
し
て
く
る
。
し
か
る
に
、
現
代
社
会
は
多
数
の
中
等
教
員
を
必
要

と
し
て
い
る
。
そ
宅
で
、
第
3
表
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
等
教
員
資
格
試

験

の
う
ち
、
旧
来
の
高
い
水
準
を
保

つ
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
と
、
新
し
い
社
会
的
要

請
に
即
応
し
た
や
や
程
度
の
低
い
第
二
段
公
教
育
正
教
授
適
任
,,,
書

(C
A
P
E
S
)

と
が
並
存
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る

(員

。゚9
～
353)°

そ
れ
ゆ
え
、
パ
リ

・
ウ
ル
ム
街
師
範
学
校
の
伝
統
的
使
命
の

}
つ
は
あ
く
ま
で

も
ア
グ

レ
ガ
シ
オ

ン
準
備

に
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
允
め
、
学
生
数
は
質
的
に
も
量

韵
に
も
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
よ

っ
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
が

学
校
の
学
生
募
集
数
を

規
定

τ
、
ひ
い
て
は
、
学
校
の
教
育
の
質
的
内
容
を
さ
え
規
定
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で



ラ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

=

〔第B表 〕 高等師範学校学生数統計

西暦年

lslo

ls�1

1812

1813

1s�4,

1815

1816

1817

..

1819

1820.

1821

�826

1sa7

..

1829

1830

1831

1s3z

1833

1834

1835

1s36

1837
..

1839

1840

1s4�

1842

1843

;.,

1845

1846

1847

..

・,.

1850

ユ851

1852

1853

1854

1855

1856

入 学 者 数

文 科
(人)、

1a2(sl)

41

36

65

20

14

20

15

20

19

10

10

i
理 科

(人)

1s

11

15

11

12

10

14

15

14-

16

16.

1s

18

21

24

18

1s

20

18へ

20

24

21

24

20

19

17

17

17

16

15

17

12

12

5

12

2

2

4

3

3

5

6

4

8

8

ユ1

7

10

10

8

8
監10

11

112・

15

12

14

18

13

工2

12

(パ ス〃一ル)
10

15

16

15

16

14

10

8

12

1s

11

13

15

合 計 、
(入)

134(73)

53

41

77

22

16

24

18

23

24

1s

14

21

19

26

1s

22

20

22

23

24

2?

:28

31

30迂

35

42

31

30

32

28

35

囓40

36

40

34

29

25

29

30

27

28

32

校
数

⊃

生

人

全
学

く

73

21

82

西歴年

罇57
..

1859

:.1

1861

1ss2

1863

1864

1865

:..

ユ867

:.:

1869

1s70

1s71

1872

1873

1874

1875

1876

1s77

..

1879

..

..1

..

1882

..

..,

..

::.

iss?

・ユ888

1889

:・1

1891

rsgz

1893

1894

1895

・1905以 降

(1919の み)

1953以 降

入 学 者 数

殊抖
15

17

,14

16

21

21

(コ ソベイレ)
1s

23

22

15

25

1s

20,

1s

20:

22

z1

・20

23

22

24

24

(魏)
24

25

24

26

25

24

24

24

23.

15

25

21.

23

24

28'

10

30

:(loo)

40

理 科
(人)、

12

1a

12

12

19

16

17

17.

13

1s

ls

16

15

10

14

15

ユ4

13.

14

15

17

20

20

20

20

20

20

20

20

20

is

10

17

17

20

16

1s

10

20

(43)

50

合 計
(人)

27

29

26

28

40'

37

33

401

35

r2ﾔ

43

34

35-

.28 、

34

37

35

33

37

37

41;

44二 、

44

45

44

46.

45

44

44
鹽
44'・

41

25

42

38

二43

40

41

20

50

(143)

90

校
数

　

生

人

全
学

く

'

1io

350



人

'
文

学

論

集

〔第3表 〕1953年 度 中等学校教授資格

国家試験

合格者

(人)

100

 

験
者席

試
出

　　　
..

..

志願者

(人)

1,081

54628773

 

男

「
女

人文学科

66346433

43299364

 

男

一
女

外国語科

43:!321

60169198

 

男

}
女

理 科 ・

数 学 科

 

ア

グ

レ

ガ

シ

オ

ン

2941,580

:.2,704

 

男

一
女

カ

ペ

ー

あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
学
生
数
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
学
校
は
少
数
精
鋭
主
義
の

選
良
養
成
教
育
を
終
始

一
貫
し
て
堅
持

し
て
き
た
と
言
い
う
る
し
、
別
の
意
味
で

は
、
学
校
は
少
な
く
と
も
中
等
教
員
供
給
量
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
中
等
教
育

の
大

衆
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
な
民

主
的
姿
勢
を
全
く
示
さ
な
か

っ
た
と
も
い

え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
中
等
教
育
の
大
衆
化
、
民
主
化
の
た
め
に
は
、

パ
リ

・
ウ
ル
ム
街
師
範
学
校
と
は
別
個

の
学
校
が
設
置
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
フ
ラ
ン
ス
教
育
制
度
の
改
革
は
つ
ね
に

既
存
の
も
の
を
廃
止
す
る
こ
と
な
し
に
、
新
し
い
社
会
的
、
国
家
的
要
請
に
即
応

す
る
、
新
し
い
教
育
機
関
の
増
設
に
よ

っ
て
補
充
す
る
と
い
う
や
り
方
で
行
わ
れ

る
た
め
、
各
教
育
機
関
の
個
性
が
き

わ
め
て
強
固
に
存
続
さ
れ
て
い
く
の
が
特
色

で
あ
る
。

師
範
寄
宿
学
校
の
通
常
の
修
学
期

間
は
ニ
カ
年
で
あ
り
、
学
生
は
第

一
学
年
末

一
二

に
は
バ
カ

ロ
レ
ア
、
第

二
学
年
末
に
は
学
士
号
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
。
も
し
試
験
に
落
第
す
れ
ば
、
退
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
グ
レ
ガ

シ
オ
ン
は
通
常
は

コ
レ
ー
ジ

ュ
ま
た
は
リ
セ
で
の

一
定
期
間
の
教
育
経
験
後
で
し

か
受
験
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
品
行
方
正
、
学
術
優
等

の
学
生
は
、
復
習
教

師
の
役
割
を
果
す
た
め
に
、
リ
セ
正
教
授
資
格
を
も

っ
て
第
三
学
年
に
進
級
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
学
校

の
教
育
課
程
は
パ
リ
大
学
丈
学
部
ま
た
は

理
学
部
の
学
位
試
験
に
即
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
学
生
は
パ
リ
大
学

の
正
規
学
生
と
し
て
受
講
登
録
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
学
校
は
学
部

と
密
接
な
関
係
を
保

っ
て
い
た
が
、

い
く
ぶ
ん
か
は
自
主
性
も
持

っ
て
い
た
。
師

範
寄
宿
学
校
長
は
学
校
独
自
の
授
業
で
あ
る

「
研
究
討
議
」

の
数
、

期
間
、

目

的
、
方
法
を
決
定
し
、
そ
れ
を
外
部
の
教
師
に
委
嘱
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
学
校

専
任
教
官
で
あ
る
復
習
教
師
は
、
学
生
に
活
発
な
討
議
を
行
わ
せ
た
。
そ
の
ほ
か

に
、
学
校
独
自
の
三
ヵ
月
ご
と
の
実
地
演
習
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
学
生

に
精
神
の
放
縦
を
避
け
さ
せ
、

「丈
学
と
科
学
の
教
授
法
」
を
習
得
さ
せ
る
た
め

に
組
織
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
理
科
は
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
博
物
学
の
四

人
の
特
講
担
当
講
師

の
指
導
の
も
と
に
活
動
し
た
。

丈
科
は
丈
学
二
ま
た
は
三

人
、

ギ
リ
シ
ア
語

一
人
、

哲
学
二
人
の
特
講
担
当
講
師
に
よ

っ
て

指
導
せ
ら
れ

た
。一

八

一
五
年

一
二
月
に
は
、
学
校
規
則
が
大
幅
に
改
定
せ
ら
れ
た
。
修
学
期
間

は

一
力
年
延
長
さ
れ
た
。
第

一
学
年
は
丈
科

・
理
科
の
共
通
学
年
と
な

っ
た
。
第

三
学
年
の
理
科

は
数
学
専
修
科
と
物
理
学
専
修
科
と
に
区
分
さ
れ
た
。
第
四
学
年

は
学
術
優
等
の
模
範
学
生
に
対
し
て
、
国
立
中
等
学
校
教
授
資
格
取
得
者
と
し
て

の
待
遇
に
よ
る
復
習
教
師
の
職
務
を
担
当
さ
せ
る
優
遇
学
年
で
あ
る
。
定
期
的
な



研
究
討
議
担
当
講
師
は

一
流
の
王
立

コ
レ
ー
ジ

ュ
教
授
に
委
嘱
せ
ら
れ
た
。
復
習

は
こ
れ
ら
の
研
究
討
議
に
つ
い
て
だ
け
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
部
講
義
に
つ

い
て
は
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な

っ
た
。

当
代
の
学
生
の
思
想
傾
向
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
学
生
は

一
八

一
二
年
に
は
す

で
に
、

モ
ン
テ
ス
キ

ェ
ー
や

一
入
世
紀

の
啓
蒙
思
想
家
お
よ
び
革
命
期
の
事
業
に

熱
烈
な
好
奇
心
を

抱
い
て
い
た
。

学
部
で
は

ロ
ワ
イ

エ
・
コ
ラ
ー
ル
な
ど

の
講

義
、
学
校
内
で
は
新
し
く
フ
ラ
ン
ス
語
復
習
教
師
と
な

っ
た
ク
ー
ザ

ン
の
熱
意
あ

る
言
葉
が
、
学
生
の
魂
を
ゆ
り
動
か
し
始
め
て
い
た
。
ま
も
な
く

一
八

一
四
年
お

よ
び

一
八

一
五
年
の
政
変
が
起

っ
た
。
ブ
ル
ボ

ン
王
家
の
復
帰
以
来
、
到
る
所
で

政
治
闘
争
が
始
ま

っ
た
。
大
革
命
が
産
出
し
た
社
会
秩
序
を
擁
護
す
る
人
と
、
そ

れ
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
人
と
の
間
に
激
し
い
闘
争
が
開
始
さ
れ
た
。
学
生
は
す

べ
て
、
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
そ
こ
に
成
長
し
た
。
し
た
が

っ
て
、

「
わ

れ
わ
れ
は

一
七
八
九
年

の
革
命
お
よ
び
英
国
憲
法

の
政
治
原
理
に

熱
中
し
て
い

た
。
こ
の
哲
学
精
神
は
王
政
復
古
政
府
が
自
由
か
ら
訣
別
す
る
や
い
な
や
、
王
政

復
古
政
府
に
反
抗
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
"N
あ
る
J
C2,34)
°

一
八
二

一
年

二
月
六
日
に
学
生
は
、
通
常
教
育
課
程
修
了
直
後
に
、
他
の
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
志
願
者
に
は
必
修
で
あ

っ
た

教

育

実

習

を
履
習
し
な
く
て
も
、

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
受
験

で
き
る
特
権
を
亨
受
し
た
。
こ
の
よ
う
な
優
遇
措
置
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
党
の
進
出
と
と
も
に
危
険
を
感
じ
つ
つ
あ

っ
た
、
国
王
ル

イ
十
八
世
お
よ
び
ビ
レ
ー
ル
政
府
、
と

り
わ
け

一
八
二
二
年
六
月

一
日
に
、
王
室

公
教
育
評
議
会
議
長
に
就
任
し
た

コ
ル
ビ

エ
ー
ル
内
相
お
よ
び
大
学
学
校
教
育
団

体
総
裁
フ
レ
シ
ヌ
ー
ス
は
、
師
範
寄
宿

学
校

の
自
由
党
的
傾
向
に
警
戒
の
念
を
濃

く
し
た
。
す
で
に
、
王
令
は

一
八
一二

年

二
月
二
七
日
以
降
、
各
大
学
区
ご
と
に

フ
ラ
ソ
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

中
等
教
育
程
度
の
学
生
を
募
集
し
、
パ
リ
師
範
寄
宿
学
校

へ
の
志
願
者
を
養
成
す

る
地

方

師

範
学

校
を
設
置
t
て
い
た
。

コ
ル
ビ

エ
ー
ル
内
相
は
、
パ
リ
師
範
寄

宿
学
校

の
道
徳
秩
序
が
不
届
き
で
あ
る
と
警
告
を
発
し
た
。
た
ま
た
ま
、
パ
リ
市

当
局
の
道
路
計
画
と
、
学
校
の
土
地
所
有
者
で
あ
る
聖
心
教
会
が
校
舎
を
買

い
戻

し
た
事
件
と
が
重
な

っ
て
、

一
八
二
二
年
九
月
六
日
、
師
範
寄
宿
学
校

は
廃
校
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

二

復
古
王
国
政
府
期
に
お
け
る
予
備
校

中
等
教
員
養
成
機
関
の
廃
止
に
よ
る
不
便
は
、

一
八
二
六
年
九
月
五
日
に
、
そ

れ
を
予
備
校

(ﾉ
cole
P
r�p
aratoire)

の
名
の
も
と
に
復
活
さ
せ
た
。

師
範
学
校

と
い
う
名
称
は
、
聖
務
公
教
育
大
臣
フ
レ
シ
ヌ
ー
ス
に
と

っ
て
は
、
共
和
国
お
よ

び
帝
国
の
こ
と
を
、
学
生
に
想
起
さ
せ
る
危
険
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ

っ
た
ら

し
い
。
実
際
、

か
れ
は
教
員
養
成
学
校

一
校
だ
け
を

復
活

さ
せ
た
の
で
は
な
く

て
、
強
固
な
宗
教
的
、
道
徳
的
ま
た
教
育
的
な
基
礎
に
立
脚
す
る
、
多
数
の
、
同

種
の
学
校
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
二
六
年
三
月
九
日
付

命

令

は
、

地
方
学
校

(�cole
p
artielles)
に
充
当
さ
れ
る
給
費
は
、
大
学
学
校
教
育
団
体
総

裁
が
指
定
し
た
若
干
数
の
コ
レ
ー
ジ

ュ
に
併
設
さ
れ
る
予
備
校
に
二
ま
た
は
三
年

間
在
学
す
る
学
生
に
、

品
行
と

学
業
成
績
の
審
査
後
に
支
給
さ
れ
る
と
規
定
し

た
。
か
れ
ら
は
予
備
校
修
了
後
、
王
立

コ
レ
ー
ジ

ュ
の
自

習

教

師

ま
た
は
公
立

コ
レ
ー
ジ

ュ
教
師
に
任
命
さ
れ
る
。

そ
の
後
で

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
を

受
験
で
き

る
。
し
か
し
、
地
方
分
権
的
教
師
養
成
計
画
は
紙
上
計
画
で
し
か
な
か

っ
た
。
実

際

に
は
、
パ
リ
の
王
立

コ
レ
r
ジ

ュ
・
ド

・
ル
イ
大
王
内
に
併
設
さ
れ
た
予
備
校

一
校
だ
け
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

一
三



人

丈

学

論

集

丶
'予
備
校
の
修
学
期
間
は
ニ
カ
年
で
あ
る
。
丈
科
志
願
者
は
丈
学
大
学
入
学
資
格

取
得
者
.
ま
た
理
科
志
願
者
は
文
学

・
理
学
大
学
入
学
資
格
取
得
者
で
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
か

っ
た
。
第
三
学
年
は

一
八
二
五
年
に
設
置
さ
れ
た
哲
学
ア
グ
レ
ガ
シ
オ

ソ
受
験
準
備
の
学
生
を
対
象
と
し
て
い
た
。
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
不
運
な
落
第
の

場
合
に
は
、
修
学
期
間
を

一
力
年
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
部
で
め
講
義
が

学
校
の
教
育
の
本
質
的
部
分
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
逐
年
、
学
校
独
自
の
研
究
討

議
の
数
が
増
加
し
始
め
、
学
部
の
講
義
の
比
重
は
再
び
低
下
し
て
行

っ
た
。

一
八

三
〇
年
の
七
月
革
命
直
前
に
は
、
師
範
学
校

の
名
称
を
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
け
れ
ど
も
、
実
質
的
に
は
、
師
範
学
校
的
地
位
を
取
り
戻
し
て
い
た
の
で

あ
る
。三

七
月
王
国
政
府
期
に
お
け
る
高
等
師
範
学
校

一
八
三
〇
年

八
月
六
日
付
政
令

に
よ

っ
て
、

七
月
王
国
政
府

は
、

数
力
年
以

来
、
教
師
養
成
の
た
め
予
備
校
と
指
名
さ
れ
て
い
た
学
校
は
師
範
学
校
の
名
称
を

回
復
す
る
と

の
命
令
を
発
し
た
。
新
時
代
の
学
校
の
立
役
者
は
ク
ー
ザ

ン
で
あ

っ

た
。
か
れ
は

一
八
三
〇
年
よ
り

一
八
三
五
年
ま
で
大

学

評
議

員
、

一
八
三
五
年

よ
り

一
八
四
〇
年
ま
で
校
長
、
さ
ら

に
後
任

校

長

デ

ュ
ボ
ワ
の
友
人

・
後
援
者

と
し
て
、
学
校

に
力
を
与
え
た
。
ク
ー
ザ

ン
は

一
八
三
〇
年
以
後
、
学
校
の
修
学

期
間
を

一
力
年
延
長
さ
せ
た
。
か
れ

に
よ
れ
ば
、

「学
生
は
教
育
の
種
々
な
要
求

に
応
ず
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ニ
カ
年
だ
け

で
は
そ
の
時
間
の
余
裕
を
見
出
せ
な

い
で
あ
ろ
う
。
三
力
年
の
修
学
期
間
は
、
学

位
取
得
と
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
準
備
に
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
理
論
学
校
で

協
る
と
同
時

に
、
実
践
学
校
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校
の
教
育
目
的
か
ら
も
、

一
四

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
L
(b。茶
b。)。

か
く
し
て
、
学
校
の
新
教
育
課
程
に
お
い
て
は
、
第

一
学
年
は

コ
レ
ー
ジ

ュ
で

の
学
習

の
精
深
な
復
習
。
丈
科
で
は
丈
法
、
ギ
リ
シ
ア

・
ラ
テ
ン
古
典
、
詩
学

・

修
辞
学
、
古
代
史

・
古
典
、
哲
学
。
理
科
で
は
数
学
、
物
理
学
、
博
物
学
、
現
代

外
国
語
の
補
習
。
第

一
学
年
末
に
は
学
士
号
試
験
に

合
格

し
な
け

れ
ば
Uな
ら
な

い
。
も
し
学
士
号
試
験
に
落
第
す
れ
ば
退
学
で
あ
る
。
学
士
号
試
験
は
愉
快
な
第

二
学
年
を
保
証
し
た
。
第
二
学
年
は
自
由
な
、
没
利
害
的
な
、
少
し
気
儘
で
も
あ

る
、

「最
も
高
い
意
味
で
高
師
的
な
学
年
」
(1,
X
lX
)
で
あ

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
試

験
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
。
学
生
は
各
自
の
適
性
に
応
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
分

野
を
広
く
深
く
、
他
日
、
教
師
ま
た
は
専
門
学
者
と
し
て
立

つ
べ
き
基
礎
を
築
い

た
。
第
三
学
年
は
丈
科
で
は
哲
学
、
歴
史
、
丈
法
、
古
典

・
修
辞
学
の
四
組
に
区

分
さ
れ
た
ア
グ
レ
ガ
シ
オ

ン
準
備
学
年
で
あ

っ
た
。
歴
史
学
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
は

一
入
三
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
。
各
組
は

一
週
に
二
授
業
が
あ
り
、
特
講
担
当
講
師

は
説
明
よ
り
も
、
む
し
ろ
研
究
討
議
を
行
わ
せ
た
。
キ
リ
ス
ト
復
活
祭
に
続
く
ニ

カ
月
間
、
パ
リ
の
王
立

コ
レ
ー
ジ

ュ
で
教
育
実
習
が
行
わ
れ
た
。
理
科
教
育
課
程

に
お
塾
て
は
、
第

一
学
年
は
図
形
幾
何
学
、
化
学
、
代
数
幾
何
学
、
天
丈
学
、
確

率
計
算
、
植
物
学
、
製
図
。
第

一
学
年
修
了
認
定
試
験
は
物
理
学
士
号
の

一
部
で

あ
る
化
学
試
験
で
あ
る
。
第
二
学
年
は
微
積
分
解
析
、
物
理
学
、
鉱
物
学
、
植
物

生
理
学
を
履
習
し
、
第

二
学
年
修
了
認
定
試
験
は
物
理
学
士
号
試
験

の

一
部
で
あ

る
物
理
学
試
験
と
、
数
学
学
士
号
試
験
の

一
部
で
あ
る
微
積
分
試
験
で
あ
る
。
第

三
学
年
で
は
力
学
、
地
質
学
、
鉱
物
学
、
植
物
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
製
図
。

第
三
学
年
修
了
認
定
試
験
は
、
理
学
士
号
を
完
成
す
る
力
学
試
験
と
ア
グ
レ
ガ
シ

オ
ン
で
あ
る
。



自
由
研
究
の
精
神
を
尊
重
す
る
学
生

は
、
古
諺

「
目
的
を
欲
す
る
者
は
方
法
を

欲
す
る
」
の
深
き
知
恵
を
十
分
会
得
し

て
い
た
か
ら
、
熱
心
に
ア
グ
レ
ガ
ジ
オ
ン

準
備
の
指
導
と
勉
学
に
協
力
し
精
励
し
た
。
さ
ら
に
、
ク
ー
ザ
ン
丈
相
は

一
八
四

〇
年
、一
〇
月
二
日
の
政
令
に
よ

っ
て
、
理
学
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
を
e
数
学
、
⇔
物

理
学

・
博
物
学
の
二
科
に
区
分
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
三
学
年
理
科
は
数
学
組
と

物
理

・
博
物
組
の
二
組
に
区
分
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
科

の
発
展
は
、
理
科
教

育
の
高
度
な
専
門
化
的
傾
向
を
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

理
科
の
学
科
増
設
に
と
も
な
う
標
本
陳
列
室
と
実
験
室
の
設
置
、
ま
た
理
科
学

生
定
員
の
増
加
は
新
校
舎
の
建
築
を
必
要
と
し
た
。
政
府
は

一
八
三
五
年
以
後
、

新
校
舎
建
設
を
許
可
し
、

一
入
四

一
年
以
後
に
着
工
さ
れ
た
。
新
校
舎
落
成
式
は

一
八
四
七
年

コ

月
四
日
に
挙
行
さ
れ

た
。
こ
の
新
校
舎
の
校
門
に
初
め
て
、
高

等
師
範
学
校
の
表
札
が
掲
げ
ら
れ
た
。
因
み
に
、
七
月
王
国
政
府
最
後
の
丈
相

サ

ル
バ
ン
デ
ィ
は
、
初
等
師
範
学
校
は
市
町
村
小
学
校
教
師
を
養
成
し
、
ま
た
中
等

師
範
学
校
は
公
立

コ
レ
ー
ジ

ュ
の
自
習
監
督
教
師
と
教
諭
な
ら
び
に
王
立

コ
レ
ー

ジ

ュ
の
自
習
監
督
教
師
と

初

級

教

師

を
養
成
す
る
と
の
構
想
を
立
て
、

一
入

四
五
年
十
二
月
六
日
の
王
令
に
よ

っ
て
、
中
等
師
範
学
校
の
設
置
を
命
じ
た
。
こ

の
王
令
第

一
条
付
則
に
よ

っ
て
、
王
立

コ
レ
ー
ジ

ュ
お
よ
び

学

部

の

教

授
.

を
養
成
す
る
師
範
学
校
は
高
等
師
範
学
校
の
名
称
を
取
る
こ
と
に
な

っ
た
。
が
れ

の
国
王
宛
の
書
簡
か
ら
判
断
す
る
と
、

こ
の
中
等
師
範
学
校
は
教
育
学
中
心
の
学

、校
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
同
時

に
か
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
以
来
の
高
等
師
範

一学
校
に
も
教
育
学
の
導
入
を
主
張
し
て

い
る
。
「師
範
学
校
が
養
成
す
る

教

師

が
、
種
々
の
時
代
の
す
ぐ
れ
た
信
頼
し
う
る
教
授
法
お
よ
び
そ
れ
た
関
す
る
書
籍

ば
無
知
で
あ

つ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
ひ

多
く
の
研
究
と

課
題
を
含
む
δ

こ
の
科
学

フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

(教
育
学
)
は
特
別
に
教
育

に
値
す
る
も
の
Ỳ-'あ
る
J
(1,239)°
か
ぐ
し
て

一
八
四

八
年

一
月
四
日
に
教
育
学
講
義
が
テ

ユ
ロ
に
委
託
さ
れ
た
。
し
か
し
翌

一
八
四
九

年
の
国
民
議
会
は
学
校
予
算
か
ら
そ
の
経
費
を
削
除
し
た
た
め
、
そ
れ
以
後
h
学

校
内
で
は
教
育
学
講
義
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
比

較
教
育
学
者

ハ
ン
ス
が

一
九
四
七
年
に
、
こ
の
学
校
の
図
書
館
を
訪
問
し
た
時
、

第
4
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
数
十
万
冊
の

「
ギ
リ
シ
ア

・
ロ
ー
ヤ
の
著
作

家

(
の
古
典
)
な
ら
び
に
丈
学
、

歴
史
学
、

数
学
お
よ
び
自
然
科
学
の
蔵
書
の
中

で
、
教
育
学
に
関
す
る
書
籍

は
、
偶
然
に
も
英
国
中
等
教
育
に
つ
い
て
の
英
語
の

書
籍

一
冊
し
か
見
出

し
え
な
か

っ
た
」
(目Oも
9
^
305)
と
述
懐

し
て

い
る

の
と

考
え
あ
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
、
こ
の
学
校
の
教
育

の
伝
統
的
性
格
が
浮
び
上

っ
て
来

る
で
あ
ろ
う
。
教
師
養
成
の
た
め
の
教
育
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
学
者

・
研
究

者
養
成
の
選
良
者

・
秀
才
教
育
が
強
調
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔第4表 〕 高等師範

学校図書

館蔵書数

約万冊陵.暦
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三
、
十
九
世
紀
後
半
期
に
お
け
る
高
等
師
範
学
校

一
八
四
八
年

の
二
月
革
命
は
、
学
生
を
市
民

・
選
挙
権
者

・
国
防
軍
人
に
変
化

さ
せ
、
二
月
か
ら
六
月
ま
で
休
校
に
し
て
し
ま

っ
た
。

一
八
四
八
年

=

一月
に
ル

イ

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
て
以
来
、
そ
の
宗
教
的
反
動
政
策
は
し
だ

一
五



人

文

学

論

集

い
に
著
し
く
な

っ
て
い
く
。
学
生
は
共
和
国
万
歳
!

く
た
ば
れ
フ
ァ
ル
!

を

叫
ん
で
い
た
。
大
統
領
は
学
校
を
批
判
精
神
と
自
由
主
義
を
保
持
す
る
最
後
の
牙

城
で
あ
る
と
考
え
た
。
か
く
し
て
、
学
校
は

一
八
二
二
年
の
時
と
同
じ
よ
う
な
怨

恨
、
恐
怖
お
よ
び
野
心
の
犠
牲
と
な
り
、

一
八
五
二
年
三
月
九
日
の
法
律
統
令
に

よ

っ
て
、

一
時
解
散
の
憂
目
に
会

っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
統
令
の
ど
こ
に
も

廃
止
と
い
う
言
葉
は
な
い
。
学
校
は
同
年
四
月

一
〇
日
の
大
統
領
令
に
よ

っ
て
、

す
ぐ
に
再
開
さ
れ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
の
三
週
間
後
に
、
公
教
育
大
臣
フ
ォ
ー
ル
ト

ゥ
ー
ル
は

一
八
五
二
年
度
哲
学
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
を
廃
止
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年

四
月

一
五
日
に
、
学
生
は

一
八
五
二
年
度

ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
は
入
月
に
実
施
せ
ず

と
通
告
さ
れ
た
。

学
校
は
同
年
四
月

一
四
日
と
七
月
二
七
日
の
政
令
お
よ
び
九
月

一
五
日
規
則
に

よ

っ
て
、
窮
屈
な
修
道
僧
的
規
律

に
服
従
さ
せ
ら
れ
る
に
い
た

っ
た
。
ア
グ
レ
ガ

シ
オ
ン
の
廃
止
に
と
も
な

っ
て
、
丈
科

の
教
育
課
程
も
変
更
さ
れ
た
。
第

一
学
年

は
リ
セ
に
お
け
る
学
習
の
精
深
な
復
習
と
応
用
的
発
展
。
第
二
学
年
は
学
士
号
試

験
準
備
学
年
で
あ
り
、
落
第
の
場
合

に
は
退
学
で
あ
る
。
第
三
学
年
は
校
内
に
お

け
る
既
習
知
識
と
そ
の
教
授
法

に
つ
い
て
の
実
地
演
習
、
ま
た
校
外
で
の
教
育
実

習
に
充
て
ら
れ
た
。
古
代
語
、
丈
法
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
哲
学
、
歴
史
学
は
廃
止
さ

れ
た
。
哲
学
は
論
理
学
に
縮
少
せ
ら
れ
、
歴
史
学
は
事
実
の
年
代
的
羅
列
に
よ
る

速
成
復
習
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
第
三
学
年
修
了
認
定
試
験
は
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
で

は
な
く
て
、
文
部
省
視
学
官
臨
席
の
単
な
る
卒
業
試
験
に
代
え
ら
れ
た
。
ア
グ

レ

ガ
シ
ナ
ン
は
二
五
歳
以
上
か
つ
三
力
年

教
育
経
験
者
で
な
い
と
受
験
で
き
な
か

っ

た
。
そ
の
う
え
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
は
文
学
と
理
学

の
二
つ
だ
け
と
な
り
、
専
門

科
目
は
す
べ
て
廃
止
せ
ら
れ
た
。

一
六

こ
れ
ら
の
措
置
の
根
底
に
は
、
高
等
師
範
学
校
は
公
教
育
課
程
よ
り
も
高
度
な

学
問
水
準
を
目
指
す
の
で
は
な
く
て
、
家
庭
の
要
望
に
即
応
し
た
、
従
順
な
教
師

を
小
規
模
生
産
す
る
よ
う
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
思
想
が
流
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
理
科
で
は
、
初
め
の
ニ
カ
年
は
、
数
学
と
物
理
学
の
学
士
号
試

験
準
備
に
充
て
ら
れ
た
。
学
生
は
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
直
接
に
は
準
備
さ
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
物
理
学
、
数
学
、
博
物
学
の
三
組
に
区
分
さ
れ
た
。
博
物
学
は
学
生

の
気
晴
ら
し
に
役
立

つ
ほ
か
、
政
治
や
思
想
か
ら
学
生
の
関
心
を
そ
ら
せ
る
手
段

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
科
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
学
生
は
自
己
の
個
人
研
究
を

企
て
、
将
来
の
研
究
の
基
礎
を
築
く
た
め
の
、
図
書
館
の
利
用
と
い
う
最
後
的
手

段
で
す
ら
、
多
く
の
不
便
を
感
じ
た
。
ル
イ

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
意
図
は
学
生
の
研

究
意
欲
の
減
殺
に
あ

っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ま
り
に
も
独
立
的
な

精
神
を
持

っ
て
い
る
と
の
理
由
だ
け
で
、
多
く
の
共
和
主
義
的
ま
た
は
自
由
主
義

的
な
教
授
や
学
生
は
学
校
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

し
か
し
、
学
問
の
自
由
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
弾
圧
に
よ

っ
て
、
急
速
に
高
等

教
育
の
水
準
は
低
下
し
始
め
た
。
そ
こ
で
、
フ
ォ
ル
ト
ウ
ー
ル
丈
相
は

一
入
五
四

年
に
、
試
験
に
よ

っ
て
選
抜
さ
れ
た
学
生
の
専
門
区
分
を
行
い
、
高
等
師
範
学
校

ま
た
は
外
国
で
文
学
博
士
号
ま
た
は
理
学
博
士
号
に
準
備
す
る
た
め
に
、
第
四
、

第
五
学
年
を
設
置
し
た
。
丈
科
六
人
、
理
科
六
人
の
合
計

一
二
人
の
学
生
が
こ
の

優
遇
措
置
の
恩
恵
に
浴
し
た
。
将
来
の
大
学
教
授
に
予
定
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
学

生
は
学
校
卒
業
時
に
直
ち
に
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
を
受
験
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ

た
。
し
か
し
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
に
合
格
し
て
も
、
三
年
経
過
し
な
け
れ
ば
ア
グ

レ

ジ

ェ
に
変
更
で
き
な
い

適

任

証

書

を
取
得
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
し

て
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ル
丈
相
は
、
学
校
を
柔
順
か
つ
凡
庸
な
わ
く
内
に
抑
制
す
る



だ
め
に
築
き
上
げ
た
砦
を
、

自
分
自
身
で
取
壊

さ
ざ
る
を
え
な

か

っ
た
の
で
あ

る
。学

校
で
の
学
習
自
体
も
魅
力
が
な
く
な

っ
て
き
た
。
当
然
、
学
校

へ
の
秀
才
志

願
者
は
減
少
し
た
。

一
八
五
七
年
に
は
定
員
三
〇
人
に
対
し
て
、
七
〇
人
の
志
願

者
し
か
居
な
か

っ
た
。
学
生
定
員
は
、
ひ
ん
ぴ
ん
と
起
る
罷
免
と
辞
職
に
よ

っ
て

減
少
す
る

一
方
で
あ

っ
た
。
乗
合
バ

ス
的
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
凡
才

に
門
戸
を
開
く
こ
と
に
な
り
、

一
八
五
二
年
以
後
の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
で
娵
、
そ

れ
以
前
の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ

ン
に
落
第
し
た
、
凡
庸
な
教
師
が
リ
セ
正
教
授
に
採
用

せ
ら
れ
た
。
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
の
質
的
低
下
は
否
定
で
き
な
か

っ
た
。

一
入
五
七
年

一
〇
月

一
七
日
以
後
、
学
校
に
自
由
回
復
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。

イ
タ
リ
ア
戦
役
と
大
赦
と
に
よ

っ
て
、
第
二
帝
国
政
府
と
自
由
党
の
人
々
と
の
間

に
和
解
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、
学
校
も
完
全
な
自
由
を
回
復
七
た
。

一
八
六
三

年
六
月
二
三
日
、
高
師
出
身
者
デ

ュ
ル
ユ
イ
が
文
相
に
就
任
し
た
の
は
、
か
よ
う

な
時
代
的
背
景
の
反
映
で
あ

っ
た
。

ル
ー
ラ
ン
丈
相
は
す
で
に
、

一
八
五
七
年
に

文
法
、

一
八
五
八
年
に
数
学
と
物
理
学
、

一
八
六
〇
年
に
は
歴
史
の
各
ア
グ

レ
ガ

シ
オ
ン
を
復
活
し
て
い
た
。

デ

ュ
ル
ユ
イ
文
相
は
、

就
任
と

同
時
に
、

哲
学

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
を
復
活
し

た
。
学
校
内
で
は
、
丈
科
生
は
新
た
に
第

一
学
年
末
に
学
士
号
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

一
八
六
七
年
に
は
理
科
に
、
五
つ
の
リ
セ
教
授
資
格
助
手
が
設

置
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
採
用
さ
れ
た
者

は
、
パ
ス
ツ
ー
ル
の
よ
う
な
人
の
も
と
で
、

親
し
く
研
究
と
発
明
の
指
導
を
受
け
た
。
理
科
学
生
は
学
校
実
験
室
に
お
い
て
、

系
統
的
実
験
技
術
を
習
得
し
た
。
丈
科
で
も
自
由
の
回
復
と
と
も
に
、
教
育
は
根

本
的
に
立
て
な
お
さ
れ
た
。
い
ま
や
、
か
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
心
を
持
た

フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

な
が

っ
た
、
新
し
い
領
域
に
お
け
る

調
査

・
研
究

・
学
説
に
熱
意
を

抱
ぎ
始
め

た
。新

給
費
二
〇
の
設
定

は
、
学
生
定
員
数
を
八
〇
人
か
ら

一
〇
〇
人
に
増
加
さ
せ

た
。
演
習
担
当
講
師
の
俸
給

は
著
し
く
向
上
し
た
。
丈
部
省
は
、

一
入
五
八
年
よ

り

一
八
六
四
年
ま
で
に
、
校
舎

の
修
理
と
拡
張
、
校
地
の
取
得
の
た
め
、
合
計
四

五
万
フ
ラ
ン
を
支
出
し
た
。
こ
の
復
興
対
策

は
志
願
者
数
の
直
接
的
増
加
に
影
響

を

及
ぼ
し
た
。

志
願
者
数
は
、

一
八
五
九
年

一
九
七
人
、

一
八
六

一
年
二
二
六

人
、

一
八
六
四
年
二
八
七
人
に
上
昇
し
、

一
八
六
五
年
に
は

三
二
八
人
に
達
し

た
。
そ
の
ほ
か
、

一
八
五
八
年
か
ら

一
八
六
七
年
ま
で
の
間
に
、
理

工
科

学

校

と
師
範
学
校
に
同
時
に
合
格
し
た
者
の
中
で
は
、
師
範
学
校
入
学
者
の
方
が
多
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
校
長

ニ
ザ
ル
の
人
格
と
学
識
に
も
依
る
所
が
大
き
か

っ
た
。

当
代
の
学
校
史
に
お
い
て
は
、
副
校
長
、
理
科
学
習
監
督
と
し
て
第
二
位
の
パ

ス
ッ
ー
ル
が
、
管
理
部
内
で
の
序
列
と
は
逆
に
、
第

一
人
者
と
し
て
脚
光
を
浴
び

て
い
た
。
か
れ
は
就
任
と
同
時
に
、
理
学
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
を
二
科
目
に
区
分
す

る
必
要
性
、
学
部
講
義
水
準
の
低
下
の
た
め
、
初
め
の
ニ
カ
年
は
学
校
内
で
講
義

を
行
う
必
要
性
、
し
た
が

っ
て
、
理
工
科
学
校
、
パ
リ
大
学
、

コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
と
比
肩
し
得
る
俸
給
を
支
給
せ
ら
れ
る
三
講
座
新
設
を
要
求
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
学
校
は
、
専
門
学
問
領
域
で
の
大
家
で
も
な
く
、
学
界
の
評
価
に
お

い
て
も
二
流
以
下
の
程
度
の
人
に
甘
ん
ず
る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
、
満
足
す
べ
き
結
果
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
け

れ
ど
も
、
す
く
な
く
と
も
、
か
れ
は
任
期
二
年
ま
た
は
三
年

の
教
授
資
格
助
手
定

員
を
、
三
人
か
ら
五
人

(物
理
学
、
化
学
、
動
物
学
・
植
物
学
、
地
質
学

.
鉱
物
学
、
数

学

・
図
書
館
業
務
)

へ
増
員
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
か
れ
は
実
験
室
の
整

一
七



人

文

学

論

集

,

備

に
格
別
の
努
力
を
傾
倒
し
た
。

一
八
六
四
年
に
は
、

「高
等
師
範
学
校
科
学
年

報
」
が
創
刊
さ
れ
た
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、

「高
等
師
範
学
校
が
定
期
雜
誌
を
刊
行

し
、
卒
業
生
と
教
官
の
す
ぐ
れ
た
研
究
業
績
を
集
録
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
り
、

栄
誉
で
あ
る
」
(卜。る
の
)。
高
度
の
研
究
業
績
は
高
等
師
範
学
校
を
研
究
所

へ
発
晨

さ
せ
、
ま
た
学
校
の
栄
誉
を
高
め
る
の
に
役
立

っ
た
の
で
あ
る
。

,一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
直
前
に
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
術
視
察
旅
行
か
ら
帰

国
し
た
デ
ビ
ル
は
、

「
わ
が
貧
し
い
子
等
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
…
…
落
ち
ぶ
れ
る
で

あ
ろ
う
」
と
予
言
し
た
。
同
年
八
月

七
日
、
学
生
は
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
の
将
来

の

時
期

へ
の
延
期
な
ら
び
に
軍
隊
へ
の
兵
役
志
願
契
約
許
可
を
獲
得
し
た
。
学
生
は

各
地
部
隊

へ
配
属
さ
れ
、
と
り
わ
け
独
身
者
は
第

一
線
部
隊

へ
動
員
さ
れ
た
。
校

舎
は
野
戦
病
院
に
な

っ
た
。

敗
戦
に
よ

っ
て
、
地
理
学
と
現
代
外
国
語
の
学
力
が
ド
イ
ッ
人
に
比
べ
て
手
薄

で
あ

っ
た
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
。
祖
国
再
建
の
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
学
校
は
、

一
八
七
七
年
に
ビ
ダ
ル

・
ド

・
ラ

・
ブ
ラ
ー
シ
ュ
に
地
理
学
特
講
担
当
講
師
を
委

嘱
し
た
。
英
語
、
ド
イ
ッ
語
必
修
制
度
も
復
活
せ
ら
れ
、
外
国
旅
行
給
費
制
度
も

承
認
さ
れ
た
。

学
校
司
書

デ
ゼ
ー

ル
は

チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で

ド
イ
ツ
語
を
実
習
し

た
。
ベ
ル
ゾ
校
長
の
も
と
で
は
、
学
生
の
個
人
的
学
習
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
校

内
試
験
は
廃
止
せ
ら
れ
た
。
学
生
は
、
学
校

の
授
業
と
は
別
個
に
他
の
学
問
領
域

の
研
究
の
た
め
、
多
く
の
時
間
と
自
由
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。
た
と
え
ば
、
神

父
シ

ュ
ベ
は
学
生
の
音
楽
情
操
陶
冶

の
た
め
に
、
無
報
酬
で
週

一
回
二
時
間
の
合

唱
指
導
を
担
当
し
た
。

一
八
入
○
年
二
月
、

フ

ユ
ス
テ
ル

・
ド

・
ク
ー
ラ
ン
ジ

ュ
が

校
長

に
就
任
し

た
。
か
れ
は
ま
ず
入
試
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
当
代
の
入
試
準
備
教
育
は
リ
セ
の

一
八

修
辞
学
級
で
行
わ
れ
て
い
た
。
フ

ェ
ス
テ
ル
は
、
久
し
い
間
存
在
し
て
い
た
数
学

ツ
ク

,
ス
ペ
シ
ア
ル

リ
テ
レ
ー
ル

レ
ト
リ
ツ
ク

。

専

修

級

に
相
等
す
る
文
学
級
の
設
置
を
要
求
し
た
。
か
れ
は
、
そ
れ
を
上
級
修

辞
学
級
と
呼
ぶ
よ
り
は
、

上

級

哲

学

級

と
呼
称
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
単

な
る
言
葉
の
問
題
で
し
か

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

意
味
が
な

い
わ
け
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
フ

ェ
ス
テ
ル
は
伝
統
的
な
修
辞
学
教
育
を
、
あ
ま
り
尊
重
し
な

か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
か
れ
は

一
入
入
六
年
に
は
入
学
試
験
に
お
け
る
ラ

テ
ン
詩
科
目
を
廃
止
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
入
試
科
目
は
ラ
テ
ン
語
講
読
、
哲
学
、

歴
史
の
六
科
目
と
な

っ
た
。
か
れ
は
学
校
全
体
を
演
習

(研
究
討
議
)

一
本
に
ま
と

め
よ
う
と
し
た
。
あ
る
演
習
に
参
加
す
る
各
学
生
は
他
者
の
活
動
に
無
関
係
で
は

あ
り
得
な
か

っ
た
の

で
あ
る
。

ブ
ラ
ー
シ

ュ
副
校
長
の
指
導
下

に
あ
る
丈
科
生

は
、
、言
語
学
、
歴
史
学
、
碑
銘
学
、
古
丈
書
学
、
歴
史
地
理
学
、
経
済
学
を
学
習

し
た
。
理
科

に
お
い
て
は
、

一
八
七
〇
年
以
後
、
冬
眠
状
態
に
あ

っ
た
博
物
学
を

復
活
し
た
。

学
生
は
第
二
学
年
開
始
期
に
、

博
物
学
を

選
択
す
る

こ
と
が
で
き

た
。
博
物
学
教
室
、
同
実
験
室
、
同
演
習
園
、
標
本
陳
列
室
と
し
て
、
旧
聖
心
神

父
孤
児
院
の
土
地
建
物
を
合
併
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
博
物
学
専
攻
者

は
パ
リ
郊
外

へ
の
週

一
回
の
野
外
巡
検
、
毎
年
の
地
方
実
習
に
よ

っ
て
、
学
習

へ

の
興
味
が
刺
戟
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
代
の
あ
る
学
生
は
、

「精
神
は
、
た
ん

に
教
師
に
よ

っ
て
だ
け
で
は
な
く
て
、
と
り
わ
け
、
友
人
に
よ

っ
て
も
、
あ
ら
ゆ

る
意
味
に
お
い
て
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
、
喚
起
さ
れ
る
」
(や
c。c。)
と
言

っ
て
い
る
。

フ
,ユ
ス
テ
ル
・
ド

.
ク
～
ラ
ン
ジ

ュ
は
学
問
研
究
に
専
念
す
る
た
め
、

一
八
八
三

年
に
退
職
し
た
。
か
れ
は
、
第
三
共
和
国

の
教
育
世
俗
化
政
策
に
応
じ
て
、
学
校

職
員
で
あ
る
説
教
師
を
廃
止
し
、
礼
拝
堂
も
閉
鎖
し
た
。

フ
ユ
ス
デ

ル
の
後
任
者
、
歴
史
学
者
、
考
古
学
者
ペ

ロ
は

一
八
八
三
年
か
ら

デ



九
〇
四
年
ま
で
、

長
期
に
わ
た
る

学
校
管
理
者

と
な

っ
た
。

か
れ
の
補
佐
役
は

・文

科

,
長
ブ
ラ
ー
シ
ュ

(在
任

一
八
八
一
年
か
ら

一
八
九
八
年
ま
で
)

お
よ
び

理

科

長

タ
ン
ヌ
リ

(在
任

一
八
八
四
年
か
ら

一
九
一
〇
年
響
で
)

で

あ

っ
た
。
学
校
の
自
由
は
拡
大
の
方
向
に
進
ん
だ
。
午
前
六
時
起
床
は
冬
季
に
は

廃
止
せ
ら
れ
、
夜
業
は
午
後
十

一
時
ま
で
延
長
さ
れ
、
外
出
か
ら
の
帰
校
時
刻
は

木
曜
、
日
曜
日
は
午
後
十

一
時
と
な
り
、
観
劇
許
可
数
は
二
倍
に
な

っ
た
。
あ
ら

ゆ
る
思
想
的
立
場
の
新
聞
も
自
由
に
講
読
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

学
習
制
度
は
あ
ま
り
変
化
し
な
か

っ
た
。
丈
科
第
二
学
年
試
験
は
廃
止
せ
ら
れ

た
。
か
れ
ら
は
各
自
の
選
択
し
た

学
問
を

専
修
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
校

へ

は
、

こ
の
頃
か
ら
文
学
士
号
取
得
者
が

入
学
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。

か
れ
ら
に

は
、
丈
学
士
号
準
備
学
年
で
あ
る
第

一
学
年
を
免
除
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
し
か

し
、
こ
の
制
度
は

一
八
九
〇
年
以
後

実
施
さ
れ
た
が
、
か
な
ら
ず
し
も
満
足
す
べ

き
状
態
で
は
な
か

っ
た
。
す
べ
て
の
入
学
志
願
者
に
文
学
士
号
を
要
求
し
て
は
な

ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、
高
等
教
育
に
お
け
る
専
門
化
傾
向
は
、
学

校
に
お
け
る
古
典
教
養
に
基
づ
い
た
丈
学
教
育

の
統

一
性
の
維
持
を
、
だ
ん
だ
ん

と
困
難
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
八
〇
年
代
の
学
校
は
、
理
科

で
は
パ
ス
ツ
ー
ル
の
学
校
で
あ
り
、
丈
科
で

は

エ
ル
と
ド

ユ
ッ
ピ

ュ
イ
の
学
校
で

あ

っ
た
。

天
才

エ
ル
は

一
入
入
○
年
度
入

試
に

合
格
確
実
で
あ

っ
た
が
、

リ

セ

・
ル
イ
大
王
校
の
校
長
は

二
十
歳
以
下
の

'教

授

が
出
現
す
る
こ
と
を
懸
念

し
て
、
年
齢
制
限
免
除
許
可
書
の
交
付
を
拒

否
し
、
結
局
一

〕
八
八
三
年
に
入
学

で
き
た
の
で
あ
る
。

一
入
八
七
年
に
、
か
れ

は

エ對

ブ
も
ブ
㍊

謡

ル
に
な

っ
た

。

か

れ

は

「
む

さ
ぼ

る

よ
う

な
好

奇

心
」

(
2
,
10
0
)

と
非
凡
に
し
て
絶
大
な
る
語
学
力
で
も

っ
て
、
広
範
な
博
識
、
驚
嘆
す
べ
き
記
憶

フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
冖展

力
を
駆
使
し
な
が
ら
、
図
書
の
収
集
、整
理
に
敏
腕
を
ふ
る

っ
た
。
学
生
は
、
か
れ

か
ら
惜
し
み
な
く
丈
献
知
識
の
指
導
を
受
け
た
。

一
八
八
五
年
に

監

督

教

師

と
な

っ
た
ド

ユ
ッ
ピ

ュ
イ
は
、
学
生
の
学
習
と
生
活
上
の
、
よ
ろ
ず
相
談
相
手
と

な

っ
た
。

一
八
九
五
年
四
月
二
三
日
か
ら
三
日
間
、
高
等
師
範
学
校
創
立
百
年
記

念
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
ド

ユ
ッ
ピ

ュ
イ
ら
の
尽
力
に
よ

っ
て
、

「師
範
学
校
百
年

史
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

四
、
二
十
世
紀

に
お
け
る
パ
リ

・
ウ
ル
ム
街

高
等
・師
範
学
校

の
発
展

二
十
世
紀
に
入
る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
育
目
的
に
つ
い
て
、
種
々
の
論
争
が

起

っ
て
き
た
。
高
等
師
範
学
校
は
中
等
教
育
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
初
等

師
範
学
校
が
初
等
教
育
を
対
象
に
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
そ

の
論
拠
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
高
師
生
の
特
権
は
反
民
主

的
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
国
家
に
と

っ
て
高
価
す
ぎ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

暗
黙
裡
に
承
認
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
修
辞
学
中
心
か
ら
科
学
中
心
へ
志
向
す

る
高
等
教
育
近
代
化
改
革
が
行
わ
れ
た
時
、
な
ぜ
、
学
部
ー
高
等
師
範
学
校
の
二

元
制
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
高
等
教
育
が
学
問
や
科
学
技
術

の
高
度
の
発
達
に
よ

っ
て
、
ま
す
ま
す
専
門
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た

か
ら
で
あ
る
。
旧
来
の
文
学
士
号
、
歴
史
学
士
号
が
分
化
し
て
設
置
さ
れ
た
。
す

で
に
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
で
は
歴
史
学
は
丈
学
か
ら
独
立
し
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る

こ
れ
ら
の
改
革
は
、
丈
学
教
養
の
統

一
性
に
基
づ
い
て
い
た
、
ま
た
ギ
リ
シ
ヤ
語

・
ラ
テ
ン
語
を
必
修
科
目
と
し
て
い
た
高
等
師
範
学
校
教
育
課
程
を

一
掃
し
た
の

で

あ

る

。

"

亀

好

、

一
九



人

文

学

論

集

学
校
の
性
格
に
関
す
る
決
定
的
事
件
は
、

一
九
〇
二
年

に
お
け
る
中
等
教
育
改

革
で
あ

っ
た
。

同
年
二
月
と
七
月

に
、

国
会
両
院
は
高
等
師
範
学
校
は
、

も
は

や
、
単
な
る

高

等

研

究

学

校

で
は
な
く
て
、
真
の
教
育
専
門
学
校
に
編
成
替

え
し
、
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
要
請
決
議
案
を
可
決
し
た
。
学
生

は
パ
リ
大
学
学
生
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ

ン
受
験
者
と
共
通
の
教
育
学
的
、
職
業
的
準

備
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ペ

ロ
校
長
は
丈

相

へ
の
陳
情
に
お
い
て
、

「学
校
は
職
業
試
験
で
あ
る
学
士
号
試
験
お
よ
び
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
へ
学
生
を
準
備
す
る
最
高
水
準
の
教
育
と
同
時
に
、
教
師
養
成
と
い

う

二
つ
の
使
命
に
、

つ
ね
に
終
始

一
貫
し
て
忠
実
で
あ

っ
た
」

(2,108)
と
言
明

し
た
。

「教
師
養
成
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
直
ち

に
学
校
を
非
難
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
学
生
は
中
等
教
育
を
避
け
た
り
、
軽

視
し
た
り
す
る
ど
こ
ろ
か
、
質
、
量
と
も
に
相
等
な
割
当
額
を
供
給
し
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、

一
八
八
〇
年
か
ら

一
八
八
九
年
ま
で
の
高
師
歴
史
科
専
攻
生
七
五

人
の
う
ち
、
四
七
人
は
中
等
教
育
教
師
と
な
り
、
二
八
人
だ
け
が
高
等
教
育
教
師

と
な

っ
た
の
で
あ
る
」
(2,108
)。
ま
た
教
育
学
に
つ
い
て
は
、

「教
授
法
は
研
究

討
議

(演
習
)
の
中
に
、
実
質
的
に
包
摂
せ
ら
れ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」

(z,los>°

こ
れ
ら
の
学
校
擁
護
論

は
種
々
の
批
判
や

非
難
を
く
つ
が
え
す
ほ
ど

の
重
み
を
持
た
な
か

っ
た
。

シ
ョ
ー
ミ

エ
文
相
は
国
会
両
院
決
議
を
大
統
領
に
送

付
す
る
時
、
学
校
は
学
生
に
教
授
法
を
教
え
て
い
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
、
目
的
か

ら
逸
脱
し
て
お
り
、
ま
た
学
生
募
集
が
あ
ま
り
に
も
狭
い
門
で
あ
る
た
め
、
受
験

生
が
受
験
準
備
級
に
非
常
に
長
期
に
わ
た

っ
て
滞
留
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
,る
こ

と
を
非
難
し
光
。

」

か
く
し
て
、

一
九
〇
三
年

一
一
月

一
〇
日
の
大
統
領
第

一
条
は

「高
等
師
範
学

二
〇

校
は
パ
リ
大
学
に
統
合
さ
れ
る
べ
し
。
学
校
は
大
学
内
に
お
い
て
法
人
格
を
与
え

ら
れ
、
独
自
の
予
算
を
有
す
る

一
機
関
と
な
る
べ
し
L

(2,109)
と
宣
言
し
た
。

校
長
お
よ
び
副
校
長
は
パ
リ
大
学
評
議
会
に
決
議
権
を
持

っ
て
参
加
し
た
。
学
生

は

「
寄
宿
生
」
と

「
通
学
生
」
に
区
分
さ
れ
た
。
学
生
数
は
、
過
去
五
力
年
間
の

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
合
格
の
ア
グ
レ
ジ

ェ
平
均
数
と
同
じ
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
高
等

師
範
学
校
に
お
け
る

特
講

(演
習
)
担
当
講
師
の
常
任
雇
用
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
r(a
(2,109)°

五
、
二
十
世
紀

に
お
け
る
パ
リ

・
ウ
ル
ム
街

高
等
師
範
学
校

の
発
展

一
九
〇
四
年
度
新
学
年
開
始
期
に
は
、
学
校
専
任
教
師
は
パ
リ
大
学
教
授
団
に

吸
収
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ペ
ロ
校
長
は
退
職
し
た
。
新
校
長
ラ
ビ
ス
は
、

エ
ル
と
校
長
事
務
補
佐
ド

ユ
ッ
ピ

ュ
イ
の
協
力
の
約
束

の
も
と
に
就
任
し
た
。
公

教
育
高
等
評
議
会
は
新
学
生
募
集
方
式
を
決
定
し
た
。
学
校
志
願
者
お
よ
び
学
士

号
給
費
生
志
願
者
に
対
す
る
共
通
試
験

は
、
高
師
学
生
の
増
加
と
同
時
に
、
給
費

生
の
学
力
水
準
向
上
を
ね
ら

っ
て
い
た
。
丈
科
入
試
科
目
は
、
古
典
中
心
で
は
な

く
な

っ
た
新
中
等
教
育
計
画
の
運
営

に
即
応
し
て
整
備
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
、

哲
学
、
歴
史
学
の
各
論
丈
、
ラ
テ
ン
語
訳
読
は
保
持
さ
れ
た
が
、
仏
文
ラ
テ
ン
訳

を
ラ
テ
ン
語
講
読
に
代
え
、
ま
た
A
科

(ギ
リ
シ
ァ
語
訳
読
)
、

B
科

(現
代
外
国
語

論
文
、
独
語
、
英
語
に
限
定
さ
れ
た
選
択
範
囲
の
漸
次
的
拡
大
)、

C
科

(理
科
関
係
科
目

の
論
文
)
の
う
ち
か
ら
、

一
科
を
選
択
で
ぎ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

理
科
受
験
者
は
二
群
に
区
分
さ
れ
た
。
第

一
群
入
試
科
目
は
数
学
二
、
物
理
学

一
、

フ
ラ
ン
ス
語

一
お
よ
び
仏
丈
外
国
語
訳

(ラ
テ
ソ
語
、
独
語
英
語
の
各
問
題
文
か



ら
二
問
題
夊
選
択
)
で
あ
る
。
第
二
群
入
試
科
目
は
、
第

一
群
で
の
数
学
二
が
数
学

一
と
な

っ
た
代
り
に
、
化
学
論
丈

一
、
博
物
学
論
丈

一
が
加
え
ら
れ
た
。
か
く
し

て
、
理
科
学
生
は
ラ
テ
ン
語
、
ま
た
文
科
学
生
は
ギ
リ
シ
ア
語
を
必
ず
し
も
履
習

し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
な

っ
た
。
伝
統
的
古
典
科
目
の
後
退
は
決
し
て
小
さ
な

事
柄
で
は
な
い
。
大
統
領
令
第

一
〇
条
に
よ

っ
て
、
高
師
委
嘱
講
師
が
学
校
内
で

行
う
授
業
に
パ
リ
大
学
学
生
に
も
受

講
許
可
を
与
え
た
こ
と
は
、
高
師
学
生
の
猛

烈
な
反
対
を
ひ
き
起
し
た
。
多
年
に
わ
た

っ
て
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
直
接
に
準

備
す
る
代
り
に
、
入
試
受
験
勉
強
を
し
て
来
た
幾
人
か
の
高
師
学
生
は
パ
リ
大
学

学
生
で
あ

っ
た
し
、
ま
た
学
士
号
給
費
生
で
あ

っ
た
者
は
、
こ
の
入
試
受
験
勉
強

が
学
校
独
自
の

「研
究
討
議
」
聴
講
許
可
に
全
く
必
要
で
な
い
と
す
れ
ば
、
な
に

も
入
試
準
備
教
育
を
受
け
る
必
要
も
な
か

っ
た
し
、
あ
え
て
危
険
な
競
争
試
験
を

受
験
し
な
く
て
も
よ
か

っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
入
学
試
験

の
実
質
的
価
値
は

全
く
無
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

学
校
独
自
の
実
地
演
習
の
利
益
が

パ
リ
大
学
学
生
に
も
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
高
師
学
生
に
対
し
て
き
わ
め
て
不
公
平
と
な
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
学
部
学

生
の
立
場
か
ら
は
、
高
師
学
生
が
ア
グ
レ
ガ
シ
ナ
ン
試
験
科
目
に
関
す
る
パ
リ
大

学
丈

・
理
学
部
の
講
義
を
聴
講
に
来

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
学
部
学
生
も
正
義

の
名
に
お
い
て
開
放
さ
れ
た
学
校
に
お
け
る
市
民
権
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

一

九
〇
五
年
度
の
新
形
式
に
よ
る
入
試
後
は
、
文
科
入
学
定
員
は
理
論
定
員
の
約
三

〇
人
を
時

々
著
し
く
超
過
し
た
し
、
理
科
入
学
定
員
は
約
二
〇
人
と
な

っ
た
。

一
九
〇
九
年
に
は
、
校
門
は
午
後
十

一
時
ま
で
開
い
て
い
た
。
学
生
は
、
誰
に

も
行
先
や
外
出
先
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
も
は
や
、
懲
戒
規
則
も
外
出

禁
止
も
な
か

っ
た
。
職
業
陶
冶
と
し
て
の
教
育
学
実
践
部
門
と
し
て
、
教
師
の
指

フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

導
下
に
、

三
週
間
の
リ
セ
教
育
実
習
が

行
わ
れ
た
。

教
育
学
理
論
部
門

と
し
て

は
、
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
の
フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
史
講
義
一
ま
た
児
童
心
理
学
、
青
年

心
理
学
、
学
校
衛
生
学
、
教
育
法
規
、
外
国
教
育
史
な
ど
の
特
講
も
開
設
せ
ら
れ

た
。
ラ
ビ
ス
に
よ
れ
ば
、

h
人
格
的
職
業
に
養
成
さ
れ
る
若
者
は
、
自
己
の
社
会

的
責
任
を
明
確
に
自
確
し
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
。

教
育
学
講
義
は
、

こ
の
こ
と

を
、
か
れ
ら
に
自
覚
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
し
、
教
育
の
重
大
な
職
責
を
尊
重
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
L
(2,114)
。

パ
リ
大
学

へ
の
合
併
は
新
制
度
の
本
質
的
原
理
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
学
校
内

で
の
授
業
の
厳
重
な
制
度
を
意
味
し
た
。
修
学
年
限
が
四
力
年
に
拡
大
し
、
そ
の

う
ち
の
ニ
カ
年
は
外
国
留
学
と
な

っ
た
現
代
外
国
語
科
履
習
の
場
合
に
は
、
全
員

が
学
部

へ
移

っ
て
し
ま

っ
た
。
学
校
内
で
は
、
ド
イ
ッ
ljtlt[111?読

I
お
よ
び
英
語
講

読

一
の
授
業
し
か
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
他
科
で
は
、
学
部
で
行
わ
れ
る
講
義
と
」

学
校
で
行
わ
れ
る
演
習
と
が
区
別
さ
れ
た
。
学
校
内
で
の
演
習
は
、
ア
グ
レ
ガ
シ

オ
ン
準
備
の
練
習
お
よ
び
第

一
学
年
学
生
が
積
極
的
に
参
加
す
る

「実
地
演
習
」

ま
た
は
ペ
ラ
ン
の
表
現
に
し
た
が
え
ば
、

「
演
習
形
式
で
の
研
究
,fi
　
J
(2,
115)

と
呼
ば
れ
る
科
学
入
門
講
義
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
学
校
は
、
も
は

や
学
士
号
関
係
の
学
科
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
わ
な
か

っ
た
。
学
生
全
員
が
パ
リ

大
学
で
、
必
修
講
義
三
を
聴
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
実

情
は
バ
リ

エ
に
よ
れ
ば
、

「
わ
れ
わ
れ
の
出
席
は
、
あ
え
て
言
え
ば
、
任
意
に
義

務
で
あ

っ
た
。

た
だ
管
理
局
の
登
録
簿
に
署
名
す
る
こ
と
だ
け
が

厳
重
で
あ

っ

た
。
し
か
し
時
々
は
そ
の
署
名
を
他
人
に
委
託
し
て
も
よ
か

っ
た
」。

し
か
し
、

パ
リ
大
学
と
の
完
全
合
併

の
た
め
に
、
学
校
内
授
業
数
は
で
き
る
か
ぎ
り
減
少
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

二

一



人

文

学

論

集

一
九
〇
九
年
に
は
、
す
べ
て
の
演

習
は
丈
学
部
で
行
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
パ
リ
大
学
丈
学
部
内
に
、
学
校
の
旧
第

一
学
年
に
相
等

す
る
、

一
層
の
多
様
性
と
弾
力
性
の
あ
る
教
育
課
程
を
復
活
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
ラ
ン
ソ
ン
は
自
己

の
い
く

つ
か
の
講
義
に
は
、
高
師
学
生
程
度

の
高
度
な
教
養
を
持
つ
者
以
外
に
は
、
聴
講
を
許
可
し
な
か

っ
た
。
同
様
に
、
パ

リ
大
学
学
部
学
生
自
身
も
、
純
粋
に
学
問
的
性
格
の
、
試
験
と
は
あ
ま
り
関
係
の

な
い
授
業
は
で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
し
た
。
か
く
し
て
、

一
九

一
一
年
か
ら

一

九

一
二
年
度
で
は
、
学
校
内
で
は
ミ

ロ
の
哲
学
演
習
し
か
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
こ

の
状
況
に
つ
い
て
、簡
理
当
局
者
ド

ユ
ッ
ピ

ュ
イ
の
考
え
で
は
、
「講
義
が
学
校
で

行
わ
れ
よ
う
と
、
パ
リ
大
学
で
行
わ
れ
よ
う
と
大
し
て
重
要
で
は
な
い
。
肝
心
な

の
は
共
通
学
習
の
質
が
低
下
し
な
い
こ
と
、
各
学
生
が
学
習
に
真
に
積
極
的
に
活

動
す
る
こ
と
で
あ
る
」
(2,116)。
と

こ
ろ
で
、学
校
は
単
な
る

「旅
館
J
(2,117)

と
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
学
校
図
書
館
は
、
丈
科
生
に
と

っ
て
は
、

エ
ル
の
す

ぐ
れ
た
指
導
に
よ

っ
て
学
舎
の
魂
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

外
出
に
つ
い
て
は
統
制
は
全
く
な

か

っ
た
。
管
理
局
は
き
ち
ん
と
し
た
服
装
を

勧
告
す
る
だ
け
で
満
足
し
た
。

国
会
は
予
算
審
議
の
際
、

つ
ね
に
、
学
校
は
無
用
で
あ
り
、
経
費
が
高
く
か
か

り
過
ぎ
る
と
非
難
し
た
。
と
く
に
、

ス
テ
ィ
ー
グ
や
ビ
ビ
ア
ニ
は
予
算
報
告
者
と

し
て
、
学
校
の
無
条
件
廃
校
を
要
求

し
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
て
、
ド

ユ
ッ

ピ

ュ
イ
は
根
気
よ
く
説
得
工
作
を
続
け
た
。

「
も
し
、
学
校
が
存
在
し
な
い
な
ら

ば
、
現
在
、
パ
リ
大
学
内
に
類
似
の
機
関
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
だ

ろ
う
。
パ
リ
大
学
の
よ
う
に
、
多
数

の
学
生
が
ひ
し
め
き
合

い
、
騒

々
し
い
ふ
ん

い
気
の
中
で
は
、
大
学
教
授
候
補
者
を

一
般
生
活
か
ら
閉
め
出
し
て
し
ま
う
で
あ

二
二

ろ
う
し
、
か
れ
ら
の
勉
学
条
件
の
整
備
も
実
現
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
L
(2,121)。

ラ
ビ
ス
は

一
九

二
二
年

一
一
月
の
講
演
に
お
い
て
、

「
わ
れ
わ
れ
は
長
い
間
、
廃

校
の
危
険
か
ら
ど
う
し
て
安
全
で
あ

っ
た
の
か
。
他
の
専
門
大
学
校
が
存
在
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
、
す
べ
て
の
学
校
は
擁
護
さ
れ
て
き
た
。
利
益
、

感
情
、

立
派
な
理
由
。

学
校
は
理
科
に
よ

っ
て
擁
護
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…
…

理

工
科

学

校
が
存
在
す
る
限
り
、

高
等
師
範
学
校
も

存
在

す
る
で
あ
ろ
う
」

(2
,121)
と
述
べ
た
。

当
代

の
学
校
専
任
教
職
員
数
は
合
計
三
入
人
で
あ

っ
た
。
国
家
予
算
額
の
内
訳

は
、
校
長
、
副
校
長
、
事

務

長
、
図
書
館
長
、
監
督
教
師
三
人
、
用
務
員
三

噌
人
の
人
件
費
六
四
、
○
○
○
フ
ラ
ン
、
図
書
館
、
実
験
室
費
五
八
、
五
〇
〇
フ

ラ
ン
、
用
務
員
食
費

一
九
、
五
〇
〇
フ
ラ
ン
、

一
二
〇
人
の
寄
宿
生
生
活
費

(食

費
、
被
服
費
、

一
般
経
費
を
含
む
)

一
四
四
、
○
○
○
フ
ラ
ン

(寄
宿
生

一
人
あ
た
り
一

二
〇
フ
ラ
ン
)
で
あ

っ
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
に
よ

っ
て
、
学
校
か
ら
の
動
員
学
生
約
入
○
○
人
の
う
ち
、

二
三
九
人
の
戦
死
者
が
出
た
。

一
九
二
三
年

=

一月
九
日
に
は
、
学
校
内
に
高
師

出
身
戦
死
者
記
念
碑
が
建
立
せ
ら
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
大
戦
直
後
の
、

一

九

一
九
年
度
入
学
試
験
で
は
、
二
六
人
の
合
格
者
と
と
も
に
、
戦
時
動
員
さ
れ
た

特
別
入
学
者
、
丈
科
七
〇
人
、
理
科
二
三
人
も
加
え
ら
れ
た
。

一
九

一
九
年

=

一

月

一
六
日
、
ラ
ビ
ス
校
長
は
退
一職
し
た
。

ラ
ン
ソ
ン
校
長
が
就
任
し
た
時
、
学
校
は
施
設
の
破
損
、
歳
出
予
算
の
不
十
分

に
基
づ
く
財
政
状
態
の
混
乱
に
悩
ん
で
い
た
。
化
学
実
験
室
の
器
具
は
五
〇
年
も

遅
れ
て
い
た
。
博
物
学
研
究
室
の
状
態
は

一
層
ひ
ど
か

っ
た
。
三
五
万
フ
ラ
ン
が

応
急
修
理
の
た
め
に
支
出
せ
ら
れ
た
。



パ
リ
大
学
区
総
長
ア
ペ
ル
は
、
ラ
ン
ソ
ン
校
長
に
対
し
て
、

一
九
〇
三
年
法
令

に
お
け
る

「合
併
」

の
意
味
に
つ
い
て
、
学
校
側
に
き
わ
め
て
不
利
な
解
釈
を
示

し
て
き
た
。

「
高
等
師
範
学
校

は
大
学

の
一
機
関
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
何
物
で

も
な
い
。
給
費
生
高
等
専
門
学
校
は
公
共
中
等
教
育
に
準
備
す
る
の
で
あ
る
。
理

科
、
文
科
の
教
育
、
学
士
号

へ
の
準
備
、
免
状
の
た
め
の
学
習
、
研
究
に
つ
い
て

の
万
般
の
事
柄
は
学
部
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(2,113)。
そ
れ
に
対
し

て
、
ラ
ン
ソ
ン
は
強
力
に
反
論
し
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
法
令
の
趣
旨
か
ら
は
、
ア

グ

レ
ガ
シ
オ
ン
科
目

へ
の
準
備
は
学
校
に
固
有
の
任
務
で
は
な
い
か
も

し
れ
な

い
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
な
意
味
で
は
、

ア
グ
レ
ジ

ェ
準
備
は
学
校
に
固
有
の
任

務
と
し
て
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
同
時

に
、
学
校
は
高
等
研
究
学
校
で
は
な
く
て
、

単
な
る
教
育
専
門
学
校

で
あ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。
学
校
内
で
の
授
業
は
、
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
準
備
と
教
育
学
に
関
す
る
演
習
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
パ
リ
大
学
丈

・
理
学
部
と

は
重
複
し
な
い
、
ま
た
競
争
意
識
を
持
た
な

い
講
座
に
よ

っ
て
、学
生
に

一
般
教
養
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(2,133)。

さ
ら
に
実
験
室
問
題
に
つ
い
て
も
、

コ

九
〇
三
年
法
令
に
お
い
て
は
、
実
験
室

は
職
員
と
と
も
に
理
学
部
に
付
属
す
る
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
法
令
が
実
験

室
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
健
全
な
判
例
に
よ
れ
ぼ
、

実
験
室
は
理
学
部
と
合
併
し
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
L
(2,134)。
理
科
系
学

科
教
師
養
成
は
、
た
と
え
厳
密
に
は
職
業
的
、
教
育
学
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る

に
せ
よ
、
実
験
室
な
し
に
済
ま
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

一
九
二
三
年
に
、
ラ
ン
ソ
ン
は
学
校
独
自

の
使
命
を
次
の
四
原
則
に
基
づ
い
て

明
確
に
示
し
た
。

1
'

1
九
O
三
年
の
法
令
は
経
験
が
示
し
た
よ
う
に
、
も
は
や
十
分
な
も
の
で

フ
ラ
ソ
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

は
な
い
。

二
、
大
学
の
復
興
以
前
の
旧
状
態
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

三
、
学
校
は
職
員
、
物
的
事
項
に
つ
い
て
、
自
主
的
国
家
学
校
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

四
、
学
校
は
明
確
な
国
家
的
任
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
で
き
る
だ
け
切
り
詰
め
ら
れ
た
予
算
内
で
学
校

固
有
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
学
生
は
相
互

教
授

教
育
を
実
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

一
九

二
二
年
に
は
、
第
二
学
年
理
科
生
の
二
人
は
哲
学
専

攻
生
の
数
学
授
業
を
担
当
し
た
。
丈
科
生
二
人
は
理
科
生
に
英
語
を
教
え
た
。

一

九
二
五
年
に
は
、
図
書
館
予
算
の
四
、
○
○
○
フ
ラ
ン
増
額
は
、

副

司

書

と

呼
ば
れ
る
新
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

丈
科
生
教
育
は
学
部
教
師
に
委
嘱
せ
ら
れ
た
演
習
に
限
定
せ
ら
れ
て
い
た
。
し

ば
し
ば
、
そ
の
性
格
は
研
究
入
門
指
導
演
習
で
あ

っ
た
。
演
習
数
は
つ
ね
に

一
定

で
あ
り
、
約

一
〇
で
あ
る
。
そ
の
過
半
数
は
古
典
丈
学
、
丈
法
演
習
で
あ

っ
た
。

ブ
ー
グ
レ
が

設
置
し
た

社
会
科
学
資
料
館
は
専
門
司
書
、

哲
学
ま
た
は
歴
史
学

教
授
資
格
者
に
委
嘱
さ
れ
た
事
務
職
員
を
有
し
、
急
速
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社

会
科
学
研
究
の
中
心
地
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
学
校
を
中
等
教
員
供
給
機
関
と
い

う
狭
い
枠
内
に
閉
じ
込
め
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
配
慮
の
も
と
に
、
社
会
科

学
問
題
に
対
す
る
学
生
の
関
心
を
高
め
る
の
に
、
多
大
の
便
宜
と
有
益
な
刺
戟
を

与
え
た
の
で
あ
る
。

一
九

二
七
年
に
は
、
ラ
ン
ソ
ン
に
代

っ
て
、
初
め
て
数
学
者

ベ
シ
オ
が
理
科
出
身
の
校
長
に
就
任
し
た
。
校

長

補

佐

に
は
ブ
レ
グ
レ
が
就

任
し
た
。

一
九
二
九
年
度
国
家
予
算
は
、
総
額
四
千
三
百
万
フ
ラ
ン
で
新
校
舎
建

設
を
、
五
力
年
計
画
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
建
設
順
位
は
、

一
位
、

二
三



人

文

、
学

論

集

化
学
実
験
室
と
博
物
学
実
験
室
、
二
位
、
物
理
学
実
験
室
、
三
位
、
新
建
物
、
四

位
、
旧
建
物
改
築
で
あ

っ
た
。

一
九
三

一
年

の
新
規
則
は
修
学
期
間
を
四
力
年
と

規
定
し
た
。
た
だ
し
、
慎
重
に
も
、

三
、

二
、

一
年
に
短
縮
す
る
場
合
に
つ
い
て

も
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
修
学
期

間
の

一
力
年
延
長
は
長
期
重
病
の
場
合
以
外

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

文
科
で
は
、

一
九
二
四
年
に
お
け

る
中
等
教
育
で
の
ラ
テ
ン
語
i
理
科
、
ラ
テ

ン
語
-
外
国
語
科

の
廃
止
に
よ

っ
て
、

一
九

二
七
年
度
以
降
の
入
学
試
験
は
大
き

な
影
響
を
受
け
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
を
履
習
し
な
く
て
も
、
学
校
入
学
を
許
可
す
る

選
択
科
目
制
度
を
維
持
す
べ
き
か
ど
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
結
局
、
中
等
教
育
の

便
宜
を
図
る
た
め
に

一
九
三
四
年
度
入
学
試
験
で
は
選
択
科
C
を
廃
止
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
解
決
せ
ら
れ
た
。

一
九
三
七
年

五
月

=
二
日
に
新
校
舎
落
成
式
が
、

ル
ブ
ラ
ン
大
統
領
、

ブ
ル

ム
、
ゼ
イ
、
ペ
ラ
ン
な
ど
も
参
列
し
て
挙
行
さ
れ
た
。
実
験
室
新
設
は
、
過
去
に

比
べ
て
、
莫
大
な
運
営
費
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
六
〇
万
フ
ラ
ン
の
予

算
支
出
で
は
、
必
要
経
費
の
三
分
の
二
し
か
ま
か
い
き
れ
な
か

っ
た
。
セ
ー
ブ

ル

の
女
子
高
等
師
範
学
校
学
生
が
、
学
校
の
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

講
義
ま
た
は
演
習
の
定
員
数
を
超
過

し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
学
生
同
志
の
監
督
者

に
よ

っ
て
指
導
さ
れ
る
演
習
に
は
、
同
質
的
な
少
数
集
団
内
で
し
か
効
果
が
な
い

の
で
参
加
さ
せ
な
い
と
い
う
条
件
で
、
聴
講
を
許
可
し
た
。
つ
ま
り
、
ブ
ー
グ
レ

校
長
は

「
二
旅
館
i

一
学
校
」
方
式

に
甘
ん
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
か
れ
は
、
第
二
次
大
戦
発
生
後
、

一
九
四
〇
年

一
月
二
五
日
に
逝
去
し
た
。

二
度
に
わ
た

っ
て
、
世
界
大
戦
は
学
校
の
発
展
を
阻
害
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
〇
年
の
敗
戦
と
と
も
に
、
学
校
も
混
乱
状
態
に
陥

っ
た
。

一
九
四
〇
年

二
四

度
新
学
期
開
始
期
に
は
、
学
校
に
は
ド
イ
ツ
軍
が
駐
留
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
カ

ル
コ
ピ

ノ
校
長
は
、
当
時
リ
オ

ン
へ
移
転
し
て
い
た
理
工
科
学
校
の
旧
校
舎

へ
学

生
を
収
容
し
た
。
寄
宿
生
は
ジ

ョ
ッ
フ
ル
館
に
住
み
、
講
義
は
同
年

一
〇
月

一
八

日
か
ら
、
実
験
室
、学
校
図
書
館
、
ア
ン
リ

・
ポ
ワ
ン
カ
レ
研
究
所
、
教
育
博
物
館

で
再
開
せ
ら
れ
た
。
同
年

一
一
月
中
旬
に
、
ド
イ
ッ
軍
は
学
校
か
ら
撤
収
し
た
の

で
、

=

一月
八
日
に
学
校

へ
復
帰
し
た
。
カ
ル
コ
ピ
ノ
は
、

一
九
四

一
年
二
月
二

三
日
か
ら

一
九
四
三
年
四
月

一
七
日
ま
で
丈
相
在
任
中
も
、
校
長
を
兼
任
し
た
。

一
九
四
〇
年
夏
以
来
、
提
案
せ
ら
れ
、

一
九
四

一
年
三
月
三
日
制
定
の
新
規
則

は
、
原
則
と
し
て
、
学
生
の
全
寮
制
度
を
規
定
し
た
。
実
際
に
は
、
学
生
全
体
の

四
分
の

一
以
上
は
通
学
生
で
あ

っ
た
。
体
育
科
必
修
、
校
長
に
よ
る
制
裁
権

の
集

中
的
管
掌
は
国
家
革
命
が
学
校
に
及
ぼ
し
た
影
響
の

一
反
映
で
あ
る
。
ア
グ
レ
ガ

シ
オ

ン
合
格
後
、
ま
た
は
、
偶
然
の
落
第
後
で
も
、

一
力
年
の
補
習
学
年
が
認
め

ら
れ
た
。
学
校
独
自
の
教
育
と
し
て
、
文
科
、
理
科
と
も
に
、

「情

報

研

究

討

議

」

の
復
活
は
重
要
な
改
革
で
あ
る
。
こ
の
演
習
担
当
講
師
に
は
学
部
に
所
属

し
て
い
な
い
教
師
や
、
多
数
の
著
名
な
学
者
に
も
委
嘱
さ
れ
た
。

こ
の
弾
力
的
制

度
は
学
生
に
多
彩
な
教
育
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
外
国
人
教
師
や
大
学
人
以
外

の
名
士
も
招
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
か
く
し
て
、

一
九
四

一
年
ー

一

九
四
二
年
度
の
第

一
期

(三
ヵ
月
)
に
は
、
丈
科
演
習
二
五
、
理
科
演
習

一
〇
が
存

在
し
て
い
た
。

一
九
四
〇
年
度
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
は
実
施
さ
れ
な
か

っ
た
。

一
九

四

一
年

一
ご
月
に
は
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。

学
校
の
ド
イ
ッ
占
領
軍
に
対
す
る
抵
抗
史
は
占
領

一
年
目
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

強
制
的
勤
労
奉
仕
作
業
に
反
対
し
て
、

北
ア
フ
リ
カ

へ
の
集
団
逃
亡
は
増
加
し

た
。

一
九
四
四
年

二
月

一
三
日
に
、
ド
イ
ッ
国
家
秘
密
警
察
官
が

初

め

て

来
校



し
、
そ
れ
以
後
、
終
戦
時
ま
で
反
占
領
軍
活
動
に
よ

っ
て
、
職
員
、
学
生
は
続

々

と
逮
捕
さ
れ
、
流
刑
地
へ
送
ら
れ
た
が
、
再
び
帰
ら
な
か

っ
た
。

一
九
四
四
年
度

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
は

一
九
四
五
年
四
月
ま
で
延
期
せ
ら
れ
た
。
物
価
騰
貴

に
よ

っ

て
、
学
生
の
給
費
は
三
千
フ
ラ
ン
か
ら

五
千
フ
ラ
ン
へ
増
額
さ
れ
た
。

自
由
の
回
復
と
と
も
に
、

一
九
四
五
年
十
月

一
一
日
に
、
直
ち
に
ビ
シ
ー
政
府

制
定
の

一
九
四

一
年
法
律
は
廃
止
さ
れ
た
。
学
校
評
議
会

の
構
成
は
、
新
た
に
司

書
、
監
督
教
師
二
人
、
学
生
二
人
、
同
窓
会
代
表

一
人
が
参
加
し
て
大
規
模
に
な

っ
た
。

一
九
四

一
年
規
則
に
お
け
る
文
科
入
学
試
験
で
の
必
修
ギ
リ
シ
ヤ
語
科
目

は
実
施
さ
れ
ず
に
廃
止
せ
ら
れ
た
。
現
代
外
国
語
科

に
お
け
る
律
シ
ア
語
と
シ
ナ

語
の
選
択
科
目
の
採
択
、
歴
史
科
目
の
軽
減
、
医
学
的
身
体
検
査

の
強
化
。
理
科

で
は
、
二
群
制
が
採
択
さ
れ
、
第
巫
群

で
は
博
物
学
の
重
要
性
が
増
大
し
た
。

一
九
四
六
年
六
月
に
、
学
校
創
立
百

五
十
年
記
念
祭
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
当
時

と
し
て
は
豪
華
な
宴
会
が
、
高
師
出
身
者
の
相
互
連
帯
性
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
祭
典
で
の
合
言
葉

は
、

「高
等
師
範
学
校
は
学
生
に
自
由

と

い
う

一
つ
の
規
律
し
か
課
さ
な
い
」
(2,160)
で
あ

っ
た
。

戦
後
、

十
数
年
間

に
お
け
る
学
校
の
拡
張
と
発
展
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
史
上
で
は
決
し
て
見
ら
れ

な
か

っ
た
ほ
ど
の
、
急
速
か
つ
甚
大
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
第

二
次
大
戦
後
の

フ
ラ
ン
ス
の
生
命
力
の
復
活
は
教
育

へ
の
予
算
支
出
額
、
職
員
数
、
活
動
手
段
の

増
大
に
よ

っ
て
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
共
和
国
政
府
の
、
け
ち
な
教
育
政

策
と
比
較
す
れ
ば
、
第
四
共
和
国
政
府

の
善
政
は
何
人
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。学

校
の
校
舎
面
積
は

一
九
二
五
年
の

一
六
、
o
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、

一
九
五
五
年
に
は
三
七
、
○
○
○
平
方

メ
ー
ト
ル
と
著
し
く
拡
大
し
た
。
学
生
は

フ
ラ
ソ
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

見
習
公
務
員
と
し
て
の
俸
給
を
受
取
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
措
置
は
当
初
は
第

三
、
第
四
学
年
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

一
九
五
四
年
か
ら
は
全
学
年
に
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
学
生
定
員
は

一
九
六
三
年
現
在
で
は
、
外
国
留
学
中
の
学
生

を
含
め
る
と
、
約
三
百
五
十
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
修
学
期
間
の
延
長
、
と
り
わ
け

入
学
定
員
の
増
加
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
で
の
偶
然
の
落
第
を
回

復
す
る
た
め
、
ま
た
そ
の
合
格
後
も
、
個
人
的
研
究
を
継
続
す
る
た
め
の
補
習
学

年
は
自
由
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
丈
科
入
学
定
員
は

一
九
四
〇
年
以
前

に
は
、
約
三
〇
人
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
約
四
〇
人
を
越
え
て
い

る
。
理
科
入
学
定
員
は
、

一
九
四
六
年
度
以
降

の
理
科
入
学
試
験
の
多
様
化
に
と

も
な

っ
て
、
二
〇
人
か
ら
五
〇
人

へ
増
員
さ
れ
た
。
第
-
群
は
理
工
科
学
校
入
試

科
目
と
類
似
の
数
学
中
心
科
目
。
第
豆
群
は
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
博
物
学
の

各
科
同
率
の
も
の
。

一
九
五
五
年
に
は
第
H
群
乙
、
主
と
し
て
物
理
学
、
現
代
化

学
中
心
の
も
の
が
設
置
さ
れ
た
。

一
八
五
八
年
に
は
、
博
物
学
志
願
者
を
増
加
さ

せ
る
た
め
に
、
き
わ
め
て
専
門
的
な
性
格
の
第
皿
群
が
設
置
さ
れ
た
。

一
九
五
六

年
以
後
、
理
科
入
学
定
員
は
文
科
入
学
定
員
を
超
過
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ

は
実
験
室
が
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
準
備
教
育
を
行
な
い
な
が
ら
、
そ
の
う
え
、
さ
ら

に
国
家
の
科
学
の
発
達
に
重
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
現

在
で
は
、
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
準
備
教
育
は
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
由
聴
講

生

に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
受
験
者
中
の
高
師
学
生
の
比
率

は
、
物
理
学
科
で
は
志
願
者
の
三
分
の

一
、
博
物
学
で
は
わ
ず
か
に
十
分
の

一
に

す
ぎ
な
い
。
研
究
活
動

へ
ま
す
ま
す
集
中
し
て
い
る
実
験
室
に
お
い
て
も
、
高
師

生
数
よ
り
も
、
非
高
師
生
数
の
方
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、第
5
表
が
示
し

て
い
る
よ
う

に
、
五
実
験
室
全
体
の
二

=
ご
人
の
う
ち
、
五
入
人
の
研
究
員
だ
け

二
五
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が
高
師
系
な
の
で
あ
る
。
キ
ル
マ
ン
に

よ
れ
ば
、

「百
年
前
に
は
化
学
が
全
体

を
支
配
し
て
い
た
。
今
日
(
一
九
六
〇
年
)

で
は
物
理
学
が
発
展

し

っ
っ
あ

る
」

(2,167)°

物
理
学
は
理
科
系
職
員
の

半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
で
核
反
応
研

究
で
は
、

一
年
に
つ
き
七
回
の
研
究
紀

要
を
刊
行
し
、
外
国
の
研
究
所
と
緊
密

な
連
絡
を
保

っ
て
い
る
。
・監
督
教
師
も

今
日
で
は

三
人

か
ら

七
入

へ
増
加
し

た
。一

九
五

一
年
以
後
は
、
ア
グ

レ
ガ
シ

オ
ン
準
備
と
並
ん
で
、
研
究
入
門
指
導

も
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
校
長
は
、
毎

年
、
パ
リ
大
学
教
授
に
学
校
内
で
の
特

講
担
当
講
師
を
委
嘱
し
て
い
る
が
、
同

時
に
他
の
研
究
機
関
所
属
教
師
も
招
い

て
い
る
。
こ
の
き
わ
め
て
弾
力
的
な
方

式
は
、
学
校
内
で
の
教
育
課
程
を
、
そ

の
時
々
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
諸
要
求
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ウ
ル
ム
街
高
等
師
範
学
校
は
、

ロ
ー

マ
ま
た
は
ア
テ
ネ
の
学
校
、
ま
た
カ
イ

ロ
の

学
校
お
よ
び
ベ
イ
ル
ー
ト
の
研
究
所

へ
赴
任
す
る
大
多
数
の
若
手
研
究
者
を
養
成

し
て
い
る
。
ブ
ー
グ

レ
の
社
会
資
料
館

は
、
館
長
の
死
後
、
閉
鎖
せ
ら
れ
た
け
れ

二
六

ど
も
、
学
校
内
に
幾

つ
か
の
専
門
研
究
討
議
集
団
を
結
成
す
る
の
に
貢
献
し
た
。

そ
れ
ら
は
大
学
、
と
り
わ
け
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
の
慣
行
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
な
か

っ
た
社
会
学
、
民
俗
学
、
心
理
学
の
よ
う
な
学
問
に
高
師
生
を
開
眼
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

高
師
出
身
者
は
、
こ
れ
ま
で
大
多
数
の
者
が
大
学
教
授
に
な

っ
た
が
、
文
科
で

"は
、

一
般
に
は
リ
セ
で
の
長
期
に
わ
た
る
勤
務
後
に
高
等
教
育
界

へ
入

っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
師
出
身
者
は
国
立
中
等
学
校
教
授
団
の
重
要
な
中
核
な
の

で
あ
る
。
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
受
験
義
務
は

一
九
六
二
年
以
降
は
も
は
や
絶
対
的
な

も
の
で
は
な
く
な

っ
た
け
れ
ど
も
、
高
等
師
範
学
校

の
通
常
教
育
課
程
修
了
認
定

試
験
と
し
て
の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
の
維
持
は
、
右

の
よ
う
な
事
情
の
遺
産
な
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
学
校
は
中
等
教
員
養
成
と
い
う
狭

い
任
務
に
閉
じ
込
め
よ
う
と
す
る

偏
狭
な
人
々
に
対
し
て
、
単
な
る
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
る
こ
と
は
で

き
な
か

っ
た
。

も
し
、

学
校
が
中
等
教
員
養
成
機
能
だ
け
に

限
定
さ
れ

る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
学
校

の
死
減
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
ア
グ

レ
ガ
シ
オ

ン
は
、
前
世
紀

か
ら
第

二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
、
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
間
の
教
養
の
密
接

な
親
密
関
係
、
強
固
な
連
続
性
と
同
質
性
を
維
持
す
る
特
色
で
あ

っ
た
と
同
時
に

保
障
で

も
あ

っ
た
。

し
か
し
、
高
等
教
育
が
研
究
活
動
に
専
念
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
大
学
学
部
と
国
立
中
等
学
校
の
離
間
は
不
可
避
と
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は

一
般
化
す
る
前
に
、

ま
ず
、

数
学
と
実
験
諸
科
学

に
お
い
て
起

っ
て
来

た
。

一
九
五
五
年
以
後
で
は
、
数
学
科
学
生
の
半
数
以
下
、
物
理
学
科
お
よ
び
博

物
学
科
学
生
の
四
分
の

一
以
下

だ
け
が
リ
セ
へ
赴
任
し
た
の

で
あ
る
。

丈
科
で

は
、
ア
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
は
高
等
教
育

の
見
地
か
ら
見
て
も
、
ま
だ
価
値
を
保
持
し



て
い
る
。
し
か
し
、
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
つ
い
て
の
異
な

っ
た
見
方
は
、
単
に
相

対
的
重
要
性
を
持

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
肝
要
な
こ
と
は
、
学
校
が
中
等
教
育

か
ら
遠
去
か
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
教
育
と
同
時
に
研

究
指
導
が
高
等
師
範
学
校
の
伝
統
的
使
命
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

戦
後
の

国

立

行

政

学

校

の
設
置

に
よ

っ
て
、
財
務
官
、
会
計
検
査
官

な
ど
の
高
級
国
家
公
務
員
志
望
の
高
師
学
生
は
、
在
学
中
ま
た
は
卒
業
直
後
に
、

国
立
行
政
学
校

へ
入
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
か
れ
ら
に
と

っ
て
は
、

学
校
は
、
幾
多
の
先
輩

に
と

っ
て
、
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
単
に
踏
み
石
に
し

か
過
ぎ
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
学
校

は
中
等
教
育
界
か
ら
遠
去
か
り
つ
つ
あ
る

と
同
時
に
、
過
去
の
政
治
偏
向
時
代
よ
り
は
、
も

っ
と
大
学
志
向
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
高
師
学
生

は
政
界

へ
の
門
戸
を
開
放
さ
れ
な
く
な

っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
後
退
、
議
会
の
堕
落
、

専
門
技
術
者
管
理
社
会
の
台
頭
に
よ

っ
て
、
政
治
家
養
成
学
校
は
、
中
等
学
校
教

師
養
成
共
和
国
と
と
も
に
消
滅
し
た

の
で
あ
る
。

学
校
は
大
人
に
な

っ
た
。

し
か
し
、

学
校
の
本
質
は
過
去
半
世
紀
間

に
お
い

て
、
予
想
を
裏
切
ら
な
か

っ
た
し
'

1
九
O
三
年
改
革
の
期
待
を
見
事
に
く

つ
が

え
し
た
。
学
校
は
パ
リ
大
学
丈

・
理
学
部
に
吸
収
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
立
派
に
自

主
性
を
堅
持
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
学
校
は

↓
九
五
六
年

に
設
置
さ
れ
、

一
九
五
八
年
以
後
は
正
規
に
設
置
さ
れ

て
い
る
理
事
会
と
と
も
に
、
法
人
格
と
財

政
自
主
権
を
回
復
し
て
い
る
。

「近
代

フ
ラ
ン
ス
の
丈
化
史
お
よ
び
政
治
史
に
お

い
て
、

高
等
師
範
学
校
は
重
大
な
役
割
を
演
じ
た
し
、

今
も
な

お
演
じ
つ
つ
あ

r@
」
(14,2
15
)°
高
等
師
範
学
校
は
、

多
く
の
目
由
な
精
神
の
持
主
が
か

っ
て
抱

ウ
ラ
レ
ス
中
等
教
育
教
師
養
成
制
度
の
成
立
と
発
展

懐

し

た

よ
う

な

価

値

へ
の
111�
ﾟ

心

と

暖

か

い
友

情

を
、

学

生

の
魂

の
中

へ
陶

冶

す

る
限

り

、

万
古

不
易

に

し

て
、

か

つ
変

化

す

る

学

校

と

し

て

発

展

す

る

で
あ

ろ

う

。

(
昭

・
五
三

・
九

・
一
六
稿
)
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5
°

⑨

O

ド

ユ
oq
昌
ざ

]≦

°"

H

i
s
t
o
i
r
e

d
e

I
'e
n
s
e
ig
n
e
m

e
n
t

e
n

F
r
a
n
c
e
り

℃
°
d

°
「
こ

P
a
r
i
s
℃

H
Φ
ら
O
°

a

H

a
n
s
,

N

.
:
C
o
m

p
a
r
a
t
iv
e

E
d
u
c
a
t
io
n
,
L
o
n
d
o
n
,
1
9
5
1
°

⑪

誕

信
B
e
r
t
,
R
.
"
H

i
s
ざ

i
r
e

d
e

l
a

p
�
d
a
gq
o
g
i
e
,
P
°
¢

°
F
.
,
P
a
r
i
s
,

1
9
4
9
°

⑫

K

a
n
d
e
l
,
L
.
:
T
h
e

N
'e
w

E
r
a

i
n

E
d
u
c
a
t
io
n
,
1
9
5
5
.

　

P
a
l
m
�
r
o
,
J
.
:
H

is
t
o
ir
e
d
e
s
in
s
t
i
t
u
t
i
o
n
s

e
t
d
e
s
d
o
c
t
r
i
n
e
s

p
�
d
a
g
o
g
i
q
u
e
s

p
a
r

l
e
s

t
e
x
t
e
s
,
1
9
5
2
°

P
a
r
k
,

J
.:
T

h
e

C
u
l
tu
r
e

o
f

F
r
a
n
c
e

i
n

O

u
r

T

i
rn
e
,
1
9
5
4
.

　

P
io
b
e
t
t
a
,
J
.
B
.
:
L
e
s

in
s
t
i
t
u
t
io
n
s

u
n
i
v
e
r
s
�
ta
ir
e
s
,
1
9
5
1
.

⑯

P
o
n
t
e
i
l
,
F
,
"
H

is
t
o
ir
e

d
e

P
e
n
s
e
i
g
n
e
m

e
n
t
e
n

F
r
a
n
c
e

,
1
9
6
6
°

⑰

皇

至

道

、

大

学

制

度

の
研

究

、

柳

原

書

店

、

昭

和

三

十

年

⑱

皇

至

道

、

大

学

の

歴

史

と

改

革

、

講

談

社

現

代

新

書

、

昭

和

四

十

五

年

'二

七



人

文

学

論

集

⑲

梅
根
悟
監
修
、
世
界
教
育
史
大
系
30
教
員
史
、
講
談
社
、
昭
和
五
一
年

⑳

梅
根
悟
監
修
、
世
界
教
育
史
大
系
10
フ
ラ
ソ
ス
教
育
史
皿
、講
談
社
、昭
和
五
〇
年

【備
考
】
文
中
の

(

)
内
の
数
字
は
交
献
番
号
と
、
文
献
の
引
用
頁
数
を
示
す
。

二
八


